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一

『
竹
取
物
語
』
奈
良
絵
本
・
絵
巻
の
図
絵
概
説

―�

「
月
の
都
の
迎
え
到
来
」
図
と
「
月
の
都
へ
の
昇
天
」
図
の
検
討

　
　

付　
『
竹
取
物
語
』
奈
良
絵
本
・
絵
巻
の
伝
本
（
第
二
稿
）
―

曽
根
誠
一

は
じ
め
に

　
『
竹
取
物
語
』
の
奈
良
絵
本
・
絵
巻
の
伝
本
調
査
を
し
て
、
図
絵
の
構
図
を
確
認
し
、
分
類
す
る
研
究
を
始
め
て
、
十
年
余
り
が
経

過
し
た
。
こ
の
間
、
学
内
の
特
別
個
人
研
究
費
や
科
学
研
究
費
の
支
給
を
得
た
こ
と
で
、
複
製
本
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
伝
本
と
、
所
蔵

機
関
の
ホ
ー
ム
・
ペ
ー
ジ
等
で
画
像
が
公
開
さ
れ
て
い
る
伝
本
に
加
え
て
、
未
公
開
の
伝
本
調
査
を
、
所
蔵
機
関
の
御
高
配
を
得
て
実

施
し
た
結
果
、
確
認
さ
れ
て
い
る
伝
本
全
て
の
調
査
を
済
ま
せ
た
訳
で
は
な
い
が
、
現
時
点
で
40
伝
本
余
り
の
図
絵
を
確
認
す
る
こ
と

が
で
き
た
（
論
文
や
図
録
掲
載
の
図
絵
の
確
認
も
含
む
の
で
、
本
文
の
確
認
伝
本
数
は
、
若
干
減
少
す
る
）。

　

こ
う
し
て
調
査
し
得
た
図
絵
の
構
図
を
分
類
・
整
理
し
、
検
討
を
加
え
て
お
く
こ
と
は
、
更
な
る
研
究
の
進
捗
を
促
す
こ
と
に
繋
が

り
、
そ
れ
な
り
の
意
味
を
有
す
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

そ
こ
で
、「
か
ぐ
や
姫
の
昇
天
」
段
の
図
絵
を
検
討
す
る
に
先
立
っ
て
、当
該
段
の
物
語
展
開
を
ま
と
め
る
と
、次
の
よ
う
に
な
ろ
う
。

　
　
〈
Ⅰ
〉
か
ぐ
や
姫
、
春
の
初
め
か
ら
、
月
を
見
て
物
思
い
を
し
嘆
く



日
　
本
　
文
　
学
　
論
　
究

二

　
　
〈
Ⅱ
〉
か
ぐ
や
姫
、
泣
き
な
が
ら
「
月
の
都
」
の
人
の
素
性
と
、
八
月
十
五
日
の
昇
天
を
告
白
し
、
翁
嫗
悲
嘆
す
る

　
　
〈
Ⅲ
〉
帝
派
遣
の
二
千
人
の
兵
士
、
か
ぐ
や
姫
を
守
護
す
る

　
　
〈
Ⅳ
〉「
月
の
都
」
の
人
、
か
ぐ
や
姫
を
迎
え
取
る
た
め
、
子
の
刻
頃
に
到
来
す
る

　
　
〈
Ⅴ
〉
か
ぐ
や
姫
、
翁
嫗
に
手
紙
を
書
き
残
す

　
　
〈
Ⅵ
〉�

か
ぐ
や
姫
、
不
死
の
薬
を
嘗
め
、
帝
に
手
紙
と
不
死
の
薬
を
献
上
し
、
天
の
羽
衣
を
着
せ
ら
れ
て
、「
月
の
都
」
に
昇
天　
　
　

す
る

　

こ
う
し
た
展
開
に
対
し
て
、
図
絵
は
多
く
の
場
合
、〈
Ⅰ
〉〈
Ⅳ
〉〈
Ⅵ
〉
の
場
面
を
描
出
し
て
い
る
。

　

本
稿
で
は
、右
の
「
昇
天
」
段
の
図
絵
の
内
、〈
Ⅳ
〉「
月
の
都
の
迎
え
到
来
」
図
と
〈
Ⅵ
〉「
月
の
都
へ
の
昇
天
」
図
に
つ
い
て
、分
類
・

整
理
し
、
検
討
を
加
え
て
み
た
い
と
思
う
。

一

　

先
ず
、〈
Ⅳ
〉「
月
の
都
の
迎
え
到
来
」
図
を
検
討
し
て
み
た
い
。

　

物
語
本
文
と
し
て
は
、「
月
の
都
」
の
迎
え
の
到
来
は
、「
子
の
時
ば
か
り
」（
午
前
〇
時
頃
）
の
深
夜
な
の
だ
が
、「
百
人
ば
か
り
」

の
発
す
る
光
は
、「
昼
の
明
さ
に
も
過
ぎ
て
」「
望
月
の
明
さ
を
十
合
せ
た
る
ば
か
り
」（
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
本
）
で
あ
る
の
で
、

図
絵
に
、
松
明
等
の
照
明
器
具
は
描
か
れ
な
い
。

　

ま
た
、「
大
空
よ
り
、人
、雲
に
乗
り
て
下
り
来
て
、土
よ
り
五
尺
ば
か
り
上
り
た
る
ほ
ど
に
立
ち
連
ね
た
り
」「
飛
ぶ
車
一
つ
具
し
た
り
。

羅
蓋
さ
し
た
り
」
と
い
う
様
子
が
、
図
絵
に
描
か
れ
る
の
だ
が
、
こ
の
図
絵
と
し
て
は
、
18
伝
本
20
図
（
絵
巻
13
伝
本
13
図
、
奈
良
絵

本
５
伝
本
７
図
）
が
確
認
で
き
る
（
め
ぐ
ろ
歴
史
資
料
館
本
に
は
、
同
一
場
面
の
異
構
図
３
図
が
貼
付
さ
れ
て
い
る
）
の
で
、
そ
の
構



『
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語
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奈
良
絵
本
・
絵
巻
の
図
絵
概
説

三

図
の
概
要
を
ま
と
め
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
（
絵
巻
・
奈
良
絵
本
の
順
、
及
び
、
そ
の
内
部
は
五
十
音
順
で
掲
げ
た
。
但
し
、
①
～

⑤
は
、
同
一
下
絵
に
よ
る
図
絵
な
の
で（
１
）、
冒
頭
に
一
括
し
て
掲
げ
た
）。

伝
本

人
物

姫
悲
嘆

 

そ
の
他

①�

聖
徳
大
学

本
絵
巻

（
長
大
図
）

右
上
か
ら
雲
に
乗
る
迎
え
３
人
到
来
（
２
人
が
輿
を
運
び
、
先
頭

の
１
人
が
翳さ

し
ば

を
掲
げ
る
）
／
姫
、
左
袖
を
胸
に
当
て
る
。
右
の
翁
、

右
手
で
刀
の
柄
を
握
る
。
左
に
嫗
、
前
に
侍
女
３
人
／
守
護
の
兵

士
15
人
（
屋
根
に
２
列
各
３
人
、
簀
子
に
５
人
、
門
の
上
に
２
人
、

門
外
に
２
人
）。

×不
安

廂
座

几
帳
・
棚
に
本
と
文
箱
・
屏
風
・
御
簾
・
格
子
・

妻
戸
／
庭
に
松
・
木
／
兵
士
は
兜
１
・
同
長
刀

１
・
同
弓
胡
簶
３
・
侍
烏
帽
子
１
・
同
長
刀
１
・

同
弓
胡
簶
２
・
萎
烏
帽
子
１
・
同
胡
簶
１
・
同

弓
胡
簶
２
・
烏
帽
子
胡
簶
１
・
露
頭
長
刀
１
。

合
掌
３
。

②�

鉄
心
斎
文　

庫
本
絵
巻

（
長
大
図
）

＊�

図
絵
の
一　

部
を
省
略

右
上
か
ら
雲
に
乗
る
迎
え
３
人
到
来
（
２
人
が
輿
を
運
び
、
先
頭

の
１
人
が
翳
を
掲
げ
る
）
／
姫
は
左
袖
を
胸
に
当
て
る
。
右
の
翁

右
手
で
刀
の
柄
を
握
る
。
左
に
嫗
、
前
に
侍
女
３
人
／
守
護
の
兵

士
15
人
（
屋
根
に
２
列
各
３
人
、
簀
子
に
５
人
（
左
側
の
右
１
人

を
省
略
）、
門
の
上
に
２
人
、
門
外
に
２
人
＝
右
端
１
人
を
省
略
）。

×不
安

廂
座

几
帳
・
棚
に
本
と
文
箱
・
屏
風
・
御
簾
・
格
子
・

妻
戸
／
庭
に
松
・
木
／
兵
士
は
兜
弓
胡
簶
４
・

侍
烏
帽
子
２
・
同
弓
胡
簶
２
・
萎
烏
帽
子
１
・

同
弓
胡
簶
３
・
露
頭
長
刀
１
。不
明
２
。合
掌
２
。

③�

立
教
大
学　

小
嶋
菜
温　

子
氏
本
絵　

巻

右
上
か
ら
雲
に
乗
る
迎
え
３
人
到
来
（
輿
の
先
頭
は
振
り
返
り
、

２
人
目
は
器
を
捧
げ
持
ち
、
最
後
尾
が
翳
を
掲
げ
る
）
／
姫
は
左

袖
を
胸
に
当
て
る
。
右
の
翁
右
手
で
刀
の
柄
を
握
る
。
左
に
嫗
、

前
に
侍
女
２
人
／
守
護
の
兵
士
５
人
（
簀
子
に
３
人
、
門
の
上
に

２
人
）。
屋
根
不
描
。

×不
安

廂
座

几
帳
・
襖
・
妻
戸
・
格
子
／
庭
に
松
・
木
／
兵

士
は
兜
弓
胡
簶
２
・
萎
烏
帽
子
１
・
同
弓
胡
簶

１
・
烏
帽
子
弓
胡
簶
１
。
合
掌
２
。

④�

逸
翁
美
術　

館
本
絵
巻
右
上
か
ら
雲
に
乗
る
迎
え
３
人
到
来
（
２
人
が
輿
を
運
び
、
先
頭

の
１
人
が
翳
を
掲
げ
る
）
／
姫
は
左
袖
を
胸
に
当
て
る
。
右
の
翁

右
手
で
刀
の
柄
を
握
る
。
左
に
嫗
、
前
に
侍
女
２
人
／
守
護
の
兵

士
９
人
（
屋
根
に
３
人
、
簀
子
に
４
人
、
門
の
上
に
２
人
）。

×不
安

廂
座

几
帳
・
棚
に
文
箱
・
屏
風
・
御
簾
・
格
子
・
妻

戸
／
庭
に
木
／
兵
士
は
兜
胡
簶
２
・
侍
烏
帽
子

４
・
同
弓
胡
簶
１
・
萎
烏
帽
子
弓
胡
簶
１
・
烏

帽
子
胡
簶
１
。
合
掌
３
。



日
　
本
　
文
　
学
　
論
　
究

四

⑤�
諏
訪
市
博

物
館
本
絵

巻

右
上
か
ら
雲
に
乗
る
迎
え
３
人
到
来
（
２
人
が
輿
を
運
び
、
先
頭

の
１
人
が
翳
を
掲
げ
る
）
／
姫
は
左
袖
を
胸
に
当
て
る
。
右
の
翁

右
手
で
刀
の
柄
を
握
る
。
左
に
嫗
、
前
に
侍
女
３
人
／
守
護
の
兵

士
６
人
（
屋
根
に
２
人
、
簀
子
に
３
人
、
門
外
に
１
人
）。

×不
安

廂
座

几
帳
・
屏
風
・
御
簾
・
格
子
／
庭
に
松
／
兵
士

は
兜
弓
胡
簶
１
・
侍
烏
帽
子
長
刀
１
・
同
弓
胡

簶
１
・
萎
烏
帽
子
胡
簶
１
・
同
弓
胡
簶
１
・
烏

帽
子
胡
簶
１
。
合
掌
１
。

⑥�

共
立
女
子

大
学
本
絵

巻
（
長
大

図
）

右
上
か
ら
雲
に
乗
る
迎
え
11
人
到
来
（
８
人
が
輿
を
持
ち
、
１
人

が
真
横
に
付
き
添
う
。
後
尾
の
１
人
が
翳
を
持
ち
、
１
人
は
食
物

を
持
つ
）
／
姫
は
右
手
を
差
し
出
す
。
右
の
翁
は
左
手
を
掲
げ
て

迎
え
を
見
遣
る
。
右
に
寄
り
添
う
嫗
、
周
囲
に
侍
女
５
人
／
守
護

の
兵
士
13
人
（
屋
根
に
２
人
、
簀
子
に
５
人
、
庭
に
３
人
、
門
の

上
に
２
人
、
塀
の
上
に
１
人
）。

×廂
座

几
帳
・
襖
・
屏
風
・
御
簾
・
格
子
・
妻
戸
・
板

戸
／
庭
に
松
・
柳
／
兵
士
は
兜
２
・
同
弓
２
・

同
胡
簶
３
・
同
弓
胡
簶
１
・
侍
烏
帽
子
１
・
同

弓
１
・
同
弓
胡
簶
１
・
萎
烏
帽
子
胡
簶
２
。
合

掌
２
。

⑦�

九
曜
文
庫

本
絵
巻

（
長
大
図
）

右
上
か
ら
雲
に
乗
る
迎
え
９
人
到
来
（
８
人
は
輿
を
持
ち
、
最
後

尾
の
１
人
が
翳
を
掲
げ
る
）／
姫
は
左
袖
を
胸
に
当
て
る
。
右
に
嫗
。

翁
は
廂
の
端
で
迎
え
を
見
遣
る
。
侍
女
廂
に
４
人
、
簀
子
に
２
人

／
兵
士
11
人
（
屋
根
・
簀
子
に
各
３
人
、
門
の
上
に
２
人
、
塀
の

上
に
１
人
、
門
外
に
２
人
）。

×不
安

廂
座

几
帳
・
襖
・
御
簾
・
格
子
・
高
欄
／
庭
に
松
／

兵
士
は
兜
１
・
同
弓
２
・
同
弓
胡
簶
２
・
侍
烏

帽
子
２
・
同
弓
３
・
萎
烏
帽
子
弓
２
。
合
掌
無
。

⑧�

慶
應
大
学

斯
道
文
庫

本
絵
巻

（
長
大
図
）

右
上
か
ら
雲
に
乗
る
迎
え
10
人
到
来
（
８
人
は
輿
を
持
ち
、
最
前

列
の
１
人
は
食
物
を
持
ち
、
最
後
尾
の
１
人
が
翳
を
掲
げ
る
）
／

姫
は
左
袖
を
胸
に
当
て
る
。
嫗
と
翁
は
寄
り
添
い
、翁
は
振
り
返
っ

て
迎
え
を
見
遣
る
。
侍
女
は
廂
に
４
人
（
１
人
は
左
手
を
掲
げ
て

見
遣
り
、１
人
は
悲
嘆
）
／
兵
士
10
人
（
簀
子
に
６
人
、庭
に
１
人
、

門
の
上
に
２
人
、
塀
の
上
に
１
人
）。

×不
安

廂
座

几
帳
・
御
簾
・
格
子
・
妻
戸
／
庭
に
松
・
柳
／

兵
士
は
兜
２
・
同
胡
簶
３
・
侍
烏
帽
子
１
・
同

弓
１
・
同
胡
簶
１
・
同
弓
胡
簶
１
・
萎
烏
帽
子

弓
１
。
合
掌
４
。



『
竹
取
物
語
』
奈
良
絵
本
・
絵
巻
の
図
絵
概
説

五

⑨�
国
学
院
大

学
武
田
本

絵
巻
（
長

大
図
）

右
上
か
ら
雲
に
乗
る
迎
え
10
人
到
来
（
８
人
は
輿
（
輦
）
を
担
ぎ
、

１
人
が
真
横
に
付
き
添
う
。
最
後
尾
の
１
人
は
翳
を
持
つ
）
／
姫
は

廂
に
立
ち 

左
袖
を
胸
に
当
て
る
。
前
に
嫗
、
右
の
翁
は
両
手
を
挙
げ

て
姫
を
な
だ
め
る
。
姫
の
背
後
に
侍
女
２
人
、
後
ろ
に
悲
嘆
す
る
侍

女
、
様
子
を
見
守
る
下
女
１
人
。
皆
立
ち
姿
／
兵
士
18
人
（
屋
根
に

３
人
、
簀
子
に
４
人
、
庭
の
右
に
２
人
、
左
に
５
人
、
門
の
上
に
３
人
、

塀
の
上
に
１
人
）。

×不
安

廂
立

翁
頭
巾
を
被
る
。
几
帳
・
屏
風
・
格
子
・
妻
戸

／
庭
に
松
／
兵
士
は
兜
１
・
同
弓
２
・
侍
烏
帽

子
１
・
同
弓
１
・
同
弓
胡
簶
３
・
烏
帽
子
１
・

同
弓
胡
簶
１
・
萎
烏
帽
子
弓
３
・
同
弓
胡
簶
２
・

風
折
烏
帽
子
弓
１
・
同
弓
胡
簶
１
・
露
頭
弓
胡

簶
１
。
合
掌
５
。

⑩�

国
学
院
大

学
ハ
イ
ド

本
絵
巻

（
長
大
図
）

右
上
か
ら
雲
に
乗
る
迎
え
９
人
到
来
（
８
人
は
輿
を
持
ち
、
最
後

尾
の
１
人
が
翳
を
持
つ
）
／
姫
は
左
袖
を
胸
に
当
て
、
右
の
翁
は

左
手
を
掲
げ
て
迎
え
を
見
遣
る
。
嫗
は
両
手
を
挙
げ
て
見
遣
る
。

前
に
侍
女
５
人
／
兵
士
12
人
（
屋
根
に
４
人
、
簀
子
に
５
人
、
門

の
上
に
２
人
、
塀
の
上
に
１
人
）。

×不
安 

廂
座

几
帳
・
襖
・
屏
風
・
御
簾
・
格
子
・
妻
戸
・
高

欄
／
庭
に
松
・
遣
水
／
兵
士
は
兜
２
・
同
弓
胡

簶
４
・
侍
烏
帽
子
３
・
同
弓
胡
簶
２
・
露
頭
１
。

合
掌
３
。

⑪�

チェス
タ
ー・

ビー
テ
ィ
Ｊ

1125

　

�

本
絵
巻

（
長
大
図
）  

左
上
か
ら 

雲
に
乗
る
迎
え
の
飛
天
７
人
と 

車 

到
来
。
左
端
に
雷

神
／
姫
は
右
袖
を
顔
に
当
て
、
翁
は
左
手
で
、
嫗
は
両
袖
で
顔
全

体
を
被
う
。
右
手
を
顔
に
当
て
る
童
、
侍
女
３
人
（
１
人
悲
嘆
）

／
迎
え
討
つ
侍
15
人
（
屋
根
に
２
人
、
塀
の
上
４
人
、
庭
に
７
人
、

倒
れ
臥
す
２
人
）。

○悲
嘆

廂
座

飛
天
は
右
か
ら
蓮
花
・
天
の
羽
衣
の
箱
・
車
担

当
・
不
死
の
薬
・
車
担
当
・
太
鼓
・
墨
壺
と
筆

を
持
つ
／
侍
は
侍
烏
帽
子
２
・
風
折
烏
帽
子
３
・

露
頭
１
・
同
弓
１
・
同
弓
矢
３
・
同
長
刀
２
・

同
棒
１
・
同
倒
臥
２
。
合
掌
無
。

⑫�

立
教
大
学　

本
絵
巻 

右
上
か
ら
雲
に
乗
る
迎
え
９
人
到
来
（
８
人
は
輿
を
持
ち
、
最
後

尾
の
１
人
は
翳
を
掲
げ
る
）
／
姫
は
顔
を
伏
せ
、
左
袖
を
胸
に
当

て
る
。翁
と
嫗
は
、振
り
返
っ
て
迎
え
を
見
遣
る
。廂
に
侍
女
３
人
、

簀
子
に
童
２
人
／
兵
士
不
描
。

×不
安

廂
座

几
帳
・
襖
・
御
簾
・
格
子
・
妻
戸
・
高
欄
／
門

外
に
松
。

⑬�

小
学
館
本

画
帖
（
元

絵
巻
）

右
上
か
ら
中
央
に
雲
に
乗
る
迎
え
７
人
と 

車 

到
来
／
姫
は
嫗
に
守

ら
れ
、
翁
は
廂
の
端
で
泣
き
臥
す
。
侍
女
１
人
／
兵
士
７
人
（
屋

根
の
上
）。

×廂
座

格
子
・
板
戸
／
兵
士
は
兜
２
・
侍
烏
帽
子
１
・

烏
帽
子
弓
胡
簶
１
・
同
長
刀
１
・
露
頭
２
。
合

掌
無
。



日
　
本
　
文
　
学
　
論
　
究

六

⑭�
公
文
教
育

研
究
会
本

（
見
開
き

図
）

右
上
か
ら
中
央
上
部
に
、
雲
に
乗
る
迎
え
６
人
と 

車 

到
来
（
車
の

前
に
２
人
、
横
に
翳
を
持
つ
１
人
、
そ
の
後
ろ
に
３
人
）
／
姫
は

簀
子
に
立
ち 

、
迎
え
を
見
遣
る
。（
翁
・
嫗
・
侍
女
は
不
描
）
／

守
護
の
兵
士
18
人
（
屋
根
に
３
人
、
庭
に
６
人
、
塀
の
上
に
１
人
、

門
の
上
に
３
人
、
門
下
に
５
人
）。

×簀
子
立
格
子
／
庭
に
松
／
兵
士
は
兜
５
・
同
弓
１
・
同

胡
簶
１
・
同
弓
胡
簶
２
・
同
長
刀
１
・
露
頭
６
・

同
弓
胡
簶
１
・
同
長
刀
１
。
合
掌
３
。

⑮�

実
践
女
子�

大
学
本

（
見
開
き

図
）

 
左
上
か
ら 

雲
に
乗
る
迎
え
２
人
到
来
（
前
後
で
輿
を
持
つ
）
／
姫

は
右
袖
を
胸
に
当
て
て
迎
え
を
見
遣
る
。
翁
と
嫗
も
廂
か
ら
見
遣

る
。
侍
女
２
人
は
顔
を
見
合
わ
せ
、
１
人
は
迎
え
を
見
遣
る
／
兵

士
不
描
。

×不
安

廂
座

几
帳
・
格
子
／
庭
に
松
・
木
、
池
。

⑯�

中
京
大
学

本
（
見
開

き
図
）

右
上
か
ら
雲
に
乗
る 

男
姿 

の
迎
え
５
人
到
来
（
４
人
は
輿
（
輦
）

を
担
ぎ
、
１
人
は
付
き
添
う
）
／
姫
は
廂
に
立
ち 

、
翁
は
左
手
、

嫗
は
右
手
を
姫
に
差
し
出
し
、
３
人
の
侍
女
が
囲
む
／
兵
士
14

人
（
屋
根
に
４
人
、
簀
子
に
４
人
、
庭
に
１
人
、
門
の
上
に
１
人
、

塀
の
上
に
１
人
、
門
の
下
に
３
人
）。

×不
安

廂
立

屏
風
・
襖
・
格
子
・
妻
戸
・
高
欄
／
兵
士
は
兜
５
・

同
胡
簶
１
・
同
弓
胡
簶
１
・
同
長
刀
３
・
露
頭

４
。
合
掌
３
。

⑰�

め
ぐ
ろ
歴

史
資
料
館

本
第
14
図

右
上
か
ら
中
央
に
雲
に
乗
る
迎
え
５
人
到
来
（ 

乗
り
物
不
描 

）。

先
頭
の
１
人
は
笙
を
吹
く
／
姫
は
左
端
の
廂
に
座
り
、
左
袖
を
胸

に
当
て
る
。
そ
の
右
に
嫗
。
侍
女
１
人
・
翁
不
描
／
庭
に
抜
刀
の

兵
士
６
人
。

×不
安

廂
座

兵
士
は
侍
烏
帽
子
５
・
露
頭
１
。

⑱�

め
ぐ
ろ
歴

史
資
料
館

本
第
15
図

右
上
か
ら
中
央
に
雲
に
乗
る
迎
え
５
人
到
来
（
輿
１
台
。
先
頭
と

最
後
尾
の
２
人
は
笙
を
吹
き
、
右
か
ら
２
人
目
は
羅
蓋
を
差
し
掛

け
る
）
／
侍
烏
帽
子
直
垂
姿
の
翁
は
簀
子
に
座
る
。
姫
嫗
・
侍
女

不
描
／
庭
に
抜
刀
の
兵
士
５
人
。

×姫
不
描
兵
士
は
侍
烏
帽
子
４
・
露
頭
１
。



『
竹
取
物
語
』
奈
良
絵
本
・
絵
巻
の
図
絵
概
説

七

⑲�
め
ぐ
ろ
歴

史
資
料
館

本
第
16
図

右
上
か
ら
中
央
に
雲
に
乗
る
迎
え
７
人
到
来
（ 

輿
２
台 

。
先
頭
の

１
人
は
羅
蓋
を
差
し
掛
け
、
２
人
目
は
笙
を
吹
く
）
／
姫
と
左
の

翁
は
、
簀
子
で
両
袖
を
顔
に
当
て
、
右
の
嫗
は
、
左
袖
を
胸
に
当

て
る
。
侍
女
１
人
／
庭
に
冠
直
衣
の
勅
使
、
兵
士
４
人
。

◯悲
嘆

簀
子
立

勅
使
は
右
手
に
袋
を
下
げ
る
。
兵
士
は
侍
烏
帽

子
４
。

⑳�

立
教
大
学

小
嶋
菜
温

子
氏
丙
本

右
上
か
ら
雲
に
乗
る
迎
え
到
来
（
輿
の
前
に
４
人
、
そ
の
後
ろ
は

雲
に
隠
れ
て
不
明
）。
輿
の
上
に
天
蓋
・
幡
／
姫
・
翁
・
嫗
・
侍

女
不
描
／
兵
士
３
人
（
屋
根
の
上
）。

×姫
不
描
兵
士
は
兜
１
・
露
頭
１
・
不
明
１
。

　

右
の
概
要
に
基
づ
い
て
、「
月
の
都
の
迎
え
到
来
」
図
（
以
下
、「
到
来
」
図
と
略
称
す
る
）
の
構
図
を
分
類
・
整
理
し
て
み
た
い
。

　

先
ず
、「
月
の
都
の
迎
え
」
が
到
来
す
る
方
向
を
確
認
す
る
と
、
右
上
か
ら
の
到
来
図
16
伝
本
18
図
（
絵
巻
12
伝
本
12
図
、
奈
良
絵

本
４
伝
本
６
図
）、
左
上
か
ら
の
到
来
図
２
伝
本
２
図
（
⑪
Ｃ
Ｂ
Ｌ
本
と
⑮
実
践
女
子
大
本
）
と
な
っ
て
お
り
、
右
上
か
ら
の
構
図
が

基
本
的
類
型
で
あ
る
こ
と
が
判
明
す
る
。

　

そ
の
理
由
を
考
え
る
と
、
絵
巻
は
、
右
か
ら
左
へ
と
巻
物
を
繙
き
な
が
ら
鑑
賞
、
読
み
進
め
る
形
式
の
も
の
で
あ
る
。
そ
の
図
絵
の

右
端
上
部
に
描
か
れ
る
、
雲
に
乗
る
「
月
の
都
の
迎
え
」
が
最
初
に
眼
に
入
り
、
読
者
は
関
心
を
抱
い
て
、
絵
の
世
界
に
引
き
込
ま
れ

て
行
く
。
更
に
繙
い
て
、
守
護
の
た
め
に
派
遣
さ
れ
た
兵
士
の
姿
を
見
な
が
ら
、
左
端
の
廂
に
描
か
れ
る
か
ぐ
や
姫
と
翁
嫗
の
姿
を
確

認
し
て
、
図
絵
の
全
体
を
理
解
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

　

冊
子
本
も
、
右
か
ら
左
へ
と
読
み
進
め
る
形
式
は
、
同
一
と
い
え
る
の
だ
が
、
図
絵
全
体
の
構
図
が
一
目
で
確
認
で
き
て
し
ま
う
点

で
、
物
語
世
界
へ
の
吸
引
力
は
、
絵
巻
に
劣
る
と
評
さ
ざ
る
を
得
な
い
。

　

尚
、
左
上
か
ら
「
月
の
都
の
迎
え
」
が
到
来
す
る
２
伝
本
の
構
図
の
意
味
に
つ
い
て
は
、
既
に
「
絵
巻
に
お
い
て
、
右
か
ら
で
は
な

く
左
か
ら
現
れ
る
事
象
に
は
、こ
と
の
異
常
さ
が
示
さ
れ
て
い
る（
２
）」（
４２６
頁
）
と
い
う
指
摘
が
あ
る
が
、後
述
す
る
「
月
の
都
へ
の
昇
天
」



日
　
本
　
文
　
学
　
論
　
究

八

図
を
検
討
す
る
時
に
、
か
ぐ
や
姫
が
左
上
に
「
昇
天
」
す
る
図
絵
と
併
せ
て
、
考
え
る
こ
と
に
し
た
い
。

　

次
に
、
到
来
し
た
「
月
の
都
の
迎
え
」
の
様
子
を
確
認
す
る
と
、
飛
天
と
し
て
描
か
れ
る（

３
）⑪
Ｃ
Ｂ
Ｌ
本
絵
巻
を
除
く
19
図
は
、
物
語

本
文
に
従
っ
て
、
雲
に
乗
る
立
ち
姿
で
描
か
れ
て
い
る
。
そ
の
人
数
は
、
絵
巻
は
９
人
前
後
（
３
人
５
伝
本
、
７
人
２
伝
本
、
９
人
３

伝
本
、
10
人
２
伝
本
、
11
人
１
伝
本
）、
奈
良
絵
本
は
６
人
前
後
（
２
人
１
伝
本
、
５
人
３
伝
本
、
６
人
１
伝
本
、
７
人
１
伝
本
、
４

人+

α
１
伝
本
）
で
あ
り
、
絵
巻
の
方
が
多
く
な
っ
て
い
る
の
は
、
料
紙
の
横
幅
が
長
く
、
紙
幅
に
余
裕
が
あ
る
た
め
で
あ
ろ
う
。

そ
し
て
、「
迎
え
」
の
姿
は
、
⑯
中
京
大
本
の
「
男
姿
」
を
除
く
と
、
異
郷
で
あ
る
「
月
の
都
」
の
女
性
と
し
て
、
地
上
世
界
と
は
異

な
る
服
装
で
描
か
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、「
迎
え
」
の
持
ち
物
を
確
認
す
る
と
、
絵
巻
で
は
、「
輿
」
を
描
く
11
伝
本
は
全
て
、
翳
を
先
頭
か
最
後
尾
が
「
輿
」
に
差
し

掛
け
る
か
、
持
っ
て
い
る
の
を
基
本
と
し
て
、
③
立
教
大
小
嶋
本
は
、
２
人
目
が
器
を
捧
げ
持
ち
、
⑥
共
立
女
子
大
本
と
⑧
慶
応
大
斯

道
本
は
、
最
後
尾
と
先
頭
が
食
物
を
乗
せ
た
器
を
持
っ
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、「
車
」
を
描
く
伝
本
で
は
、
飛
天
と
し
て
描
く
⑪

Ｃ
Ｂ
Ｌ
本
は
、
右
か
ら
花
・
天
の
羽
衣
の
箱
・
不
持
（
車
担
当
）・
不
死
の
薬
の
壷
・
不
持
（
車
担
当
）・
太
鼓
・
墨
壺
と
筆
を
持
っ
て

い
る
よ
う
に
、
物
語
展
開
と
関
連
す
る
品
物
も
含
め
て
、
多
様
に
描
か
れ
る
が
、
⑬
小
学
館
本
は
、
７
人
全
員
が
何
も
持
っ
て
い
な
い

よ
う
で
あ
る（
４
）。

　

奈
良
絵
本
で
は
、「
車
」
を
描
く
⑭
公
文
教
研
本
で
、
横
に
立
つ
者
が
翳
を
持
っ
て
お
り
、
乗
り
物
を
描
か
な
い
⑰
め
ぐ
ろ
歴
資
本

第
14
図
で
は
、
先
頭
が
笙
様
の
楽
器
を
持
ち
、
⑱
め
ぐ
ろ
歴
資
本
15
図
で
は
、
先
頭
と
最
後
尾
が
笙
様
の
楽
器
を
持
ち
、
最
後
か
ら
２

人
目
が
「
輿
」（
轅
不
描
）
に
羅
蓋
を
差
し
掛
け
、
⑲
め
ぐ
ろ
歴
資
本
第
16
図
で
は
、
輿
が
２
台
（
轅
不
描
）
描
か
れ
、
左
の
弁
柄
色

の
に
先
頭
が
羅
蓋
を
差
し
掛
け
、
２
人
目
が
笙
様
の
楽
器
を
持
つ
。
⑳
立
教
大
小
嶋
丙
本
で
は
、
輿
の
奥
側
か
ら
羅
蓋
と
旗
が
差
し
掛

け
ら
れ
て
い
る
。



『
竹
取
物
語
』
奈
良
絵
本
・
絵
巻
の
図
絵
概
説

九

　

物
語
本
文
に
従
え
ば
、「
月
の
都
の
迎
え
」
は
、
雲
に
乗
っ
て
降
臨
し
な
が
ら
、「
飛
ぶ
車
」
一
台
を
携
行
し
て
お
り
、
か
ぐ
や
姫
の

引
き
取
り
交
渉
が
、「
王
と
お
ぼ
し
き
人
」
の
言
葉
尻
を
捉
え
た
翁
の
異
議
申
し
立
て
に
よ
っ
て
難
行
す
る
と
、
業
を
煮
や
し
て
「
屋

の
上
に
飛
ぶ
車
を
寄
せ
て
」、
姫
に
語
り
か
け
て
い
る
こ
と
か
ら
、
到
来
の
当
初
か
ら
「
王
と
お
ぼ
し
き
人
」
は
、
乗
車
し
て
い
た
こ

と
が
知
ら
れ
、「
車
に
乗
り
て
」
と
、
姫
も
同
乗
し
て
月
の
都
に
昇
天
す
る
こ
と
に
な
る
。
だ
が
、「
到
来
」
図
に
お
い
て
、「
王
と
お

ぼ
し
き
人
」
が
乗
車
し
て
い
る
姿
が
描
か
れ
た
伝
本
は
、
後
述
す
る
「
月
の
都
へ
の
昇
天
」
図
を
含
め
て
皆
無
で
あ
る
。

　

そ
の
乗
り
物
を
確
認
す
る
と
、
物
語
本
文
で
は
「
飛
ぶ
車
」
と
明
示
さ
れ
て
い
る
の
だ
が
、
不
描
の
⑰
め
ぐ
ろ
歴
資
本
第
14
図
を
除

く
図
絵
を
見
る
と
、「
輿
」
15
伝
本
16
図
（
絵
巻
11
伝
本
11
図
、
奈
良
絵
本
４
伝
本
５
図
）、「
車
」
３
伝
本
３
図
（
⑪
Ｃ
Ｂ
Ｌ
本
、
⑬

小
学
館
本
、
⑭
公
文
教
研
本
）
で
あ
り
、
本
文
と
は
乖
離
す
る
「
輿
」
が
基
本
的
類
型
な
の
で
あ
る
。

  

平
安
貴
族
社
会
に
お
い
て
、
貴
族
の
乗
り
物
は
「
牛
車
」
で
あ
り
、
帝
や
上
皇
の
乗
り
物
は
「
輿
」
で
あ
っ
た
。
そ
れ
を
踏
ま
え
て
、

月
の
都
の
「
王
女（
５
）」（
内
親
王
）
と
思
し
き
、
高
貴
な
か
ぐ
や
姫
に
相
応
し
い
乗
り
物
と
し
て
、「
輿
」
が
選
び
取
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
「
飛
ぶ
車
」
は
、そ
れ
自
体
が
飛
行
機
能
を
有
す
る
た
め
に
、こ
の
操
作
に
専
念
す
る
人
は
不
要
で
あ
っ
た
ろ
う
し
、更
に
、図
絵
で
は
、

雲
に
乗
っ
た
状
態
で
描
か
れ
る
た
め
に
、
操
作
す
る
人
は
描
か
れ
て
い
な
い
（
⑪
Ｃ
Ｂ
Ｌ
本
は
、「
月
の
都
の
迎
え
」
の
何
も
持
た
な

い
飛
天
２
人
が
、「
車
」
の
前
方
右
と
後
方
に
配
置
さ
れ
て
い
る
）。
そ
れ
に
対
し
て
、「
輿
」（〈
肩
で
担
ぐ
〉
場
合
は
「
輦
」）
は
、
そ

れ
を
運
ぶ
人
を
必
要
と
す
る
の
で
あ
り
、
そ
の
持
ち
運
び
方
も
一
様
で
は
な
い
。

　

そ
こ
で
、
運
搬
方
法
を
基
準
に
し
て
分
類
す
る
と
と
も
に
、
人
数
を
記
す
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

　
【
右
上
か
ら
の
到
来
】
図　

18
伝
本

〈
裾�

で
運
ぶ
〉
①
聖
徳
大
本
（
前
後
２
人
）、②
鉄
心
斎
本
（
前
後
２
人
）、④
逸
翁
美
本
（
前
後
２
人
）
⑤
諏
訪
博
本
（
前
後
２
人
）

（
４
伝
本
）



日
　
本
　
文
　
学
　
論
　
究

一
〇

〈
雲�

が
運
ぶ
〉
③
立
教
大
小
嶋
本
（
運
搬
者
無
し
）、
⑬
小
学
館
本
（
運
搬
者
無
し
）、
⑭
公
文
教
研
本
（
運
搬
者
無
し
）、
⑱
め
ぐ

ろ
歴
資
本
15
図
（
運
搬
者
無
し
）、
⑲
め
ぐ
ろ
歴
資
本
16
図
（
運
搬
者
無
し
）（
４
伝
本
５
図
）

〈
袖�
で
持
つ
〉
⑥
共
立
女
子
大
本
（
前
後
９
人
）、
⑧
慶
応
大
斯
道
本
（
前
後
８
人
）、
⑩
国
学
院
大
ハ
イ
ド
本
（
前
後
８
人
）、
⑫

立
教
大
本
（
前
後
８
人
）、
⑳
立
教
大
小
嶋
丙
本
（
前
に
４
人
＋
α
）（
５
伝
本
）

〈
掌
で
持
つ
〉
⑦
九
曜
本
（
前
後
８
人
）（
１
伝
本
）

〈
肩
で
担
ぐ
〉
⑨
国
学
院
大
武
田
本
（
前
後
９
人
）、
⑯
中
京
大
本
（
男
姿
前
後
４
人
）（
２
伝
本
）

〈
乗
り
物
不
描
〉
⑰
め
ぐ
ろ
歴
資
本
14
図
（
１
伝
本
）

　
【
左
上
か
ら
の
到
来
】
図　

２
伝
本

〈
掌
で
持
つ
〉
⑮
実
践
女
子
大
本
（
前
後
２
人
）（
１
伝
本
）

〈
雲
が
運
ぶ
〉
⑪
Ｃ
Ｂ
Ｌ
本
（
１
伝
本
）

　

右
の
分
類
で
、
最
も
事
例
が
多
い
の
は
、〈
雲
が
運
ぶ
〉
５
伝
本
６
図
（「
左
上
到
来
」
図
１
伝
本
）
で
あ
り
、
以
下
、〈
袖
で
持
つ
〉

５
伝
本
５
図
、〈
裾
で
運
ぶ
〉
４
伝
本
４
図
（
同
一
の
下
絵
に
基
づ
く
伝
本
）、〈
肩
で
担
ぐ
〉
２
伝
本
２
図
、〈
掌
で
持
つ
〉
２
伝
本
２

図
（「
左
上
到
来
」
図
１
伝
本
）、
の
順
と
な
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、「
輿
」及
び「
輦
」を
運
ぶ
迎
え
の
人
数
を
確
認
す
る
と
、８
人
６
伝
本
、２
人
５
伝
本
、４
人
１
伝
本
、４
人
＋
α
１
伝
本
と
な
っ

て
い
る
。
前
後
４
人
ず
つ
の
８
人
を
主
と
し
つ
つ
、
前
後
１
人
づ
つ
で
も
、〈
袖
で
持
つ
〉〈
裾
で
運
ぶ
〉
よ
う
に
、
轅
は
掌
で
直
接
に

持
た
な
い
構
図
が
基
本
的
類
型
な
の
だ
と
い
え
よ
う
。
そ
の
理
由
は
、
高
貴
な
か
ぐ
や
姫
の
乗
り
物
の
轅
を
、
素
手
で
持
ち
運
ぶ
こ
と

は
、
恐
れ
多
く
回
避
さ
れ
た
た
め
で
あ
ろ
う
。

　

尚
、「
王
と
お
ぼ
し
き
人
」
が
乗
っ
て
到
来
し
、
か
ぐ
や
姫
が
同
乗
し
て
月
の
都
に
帰
還
す
る
「
車
」
乃
至
「
輿
」
は
、
物
語
本
文

通
り
の
１
台
乃
至
１
挺
が
描
か
れ
る
の
が
原
則
で
あ
る
中
で
、
⑰
め
ぐ
ろ
歴
資
本
14
図
が
、
乗
り
物
を
不
描
で
あ
る
一
方
で
、
⑲
め
ぐ



『
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図
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概
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一
一

ろ
歴
資
本
16
図
が
、
弁
柄
色
と
深
緑
色
の
２
台
の
「
輿
」
を
描
い
て
い
る
の
は
、「
王
と
お
ぼ
し
き
人
」
と
か
ぐ
や
姫
が
、
個
別
に
乗

る
た
め
な
の
で
あ
ろ
う
が
、
両
図
と
も
に
類
例
の
な
い
構
図
と
し
て
注
意
さ
れ
よ
う
。

　

次
に
、「
月
の
都
の
迎
え
到
来
」
に
対
す
る
か
ぐ
や
姫
の
対
応
を
分
類
す
る
と
、「
座
る
」
場
合
と
「
立
つ
」
場
合
に
大
別
さ
れ
、
姫

が
不
描
の
⑱
め
ぐ
ろ
歴
資
本
15
図
と
⑳
立
教
大
小
嶋
丙
本
を
除
く
18
図
を
、
更
に
細
分
す
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

　
【
座
る
姿
】
14
伝
本
15
図

〈
左�

袖
を
胸
に
当
て
る
〉
①
聖
徳
大
本
、
②
鉄
心
斎
本
、
③
立
教
大
小
嶋
本
、
④
逸
翁
美
本
、
⑤
諏
訪
博
本
、
⑦
九
曜
本
、
⑧
慶

応
大
斯
道
本
、
⑩
国
学
院
大
ハ
イ
ド
本
、
⑫
立
教
大
本
、
⑰
め
ぐ
ろ
歴
資
本
14
図
（
10
伝
本
）

〈
右
手
を
差
し
出
す
〉
⑥
共
立
女
子
大
本
（
１
伝
本
）

〈
右
袖
を
顔
に
当
て
る
〉
⑪
Ｃ
Ｂ
Ｌ
本
、
⑬
小
学
館
本
（
２
伝
本
）

〈
右
袖
を
胸
に
当
て
る
〉
⑮
実
践
女
子
大
本
（
１
伝
本
）

〈
簀
子
で
両
袖
を
顔
に
当
て
る
〉
⑲
め
ぐ
ろ
歴
資
本
16
図
（
１
伝
本
）

　
【
立
ち
姿
】
３
伝
本
３
図

〈
左
袖
を
胸
に
当
て
る
〉
⑨
国
学
院
大
武
田
本
（
１
伝
本
）

〈
簀
子
で
見
上
げ
る
〉
⑭
公
文
教
研
本
（
１
伝
本
）

〈
右
手
を
差
し
出
す
〉
⑯
中
京
大
本
（
１
伝
本
）

　

か
ぐ
や
姫
が
【
座
る
姿
】
の
構
図
は
、
14
伝
本
15
図
確
認
さ
れ
、
こ
れ
が
基
本
的
類
型
で
あ
る
の
に
対
し
て
、【
立
ち
姿
】
の
構
図

は
３
伝
本
３
図
に
留
ま
り
、
姫
が
描
か
れ
る
場
所
は
、
廂
の
15
伝
本
16
図
が
基
本
的
類
型
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
簀
子
に
描
か
れ
る
の



日
　
本
　
文
　
学
　
論
　
究

一
二

は
、
⑭
公
文
教
研
本
の
【
立
ち
姿
】（
翁
嫗
不
描
）
と
、
⑲
め
ぐ
ろ
歴
資
本
16
図
の
【
座
る
姿
】（
翁
嫗
も
簀
子
に
座
る
）
２
図
だ
け
と

な
っ
て
い
る
。

　
【
座
る
姿
】
の
構
図
の
基
本
的
類
型
は
、
袖
を
胸
に
当
て
て
物
思
い
す
る
、「
不
安
な
心
情
」
を
表
現
す
る
も
の
な
の
だ
が
、
既
述
し

た
よ
う
に
、
か
ぐ
や
姫
の
「
迎
え
」
は
、
右
上
か
ら
到
来
す
る
構
図
が
基
本
的
類
型
で
あ
る
以
上
、
姫
は
左
端
で
右
を
向
い
て
座
る
こ

と
に
な
る
た
め
に
、
鑑
賞
者
か
ら
見
て
理
解
し
易
い
〈
左
袖
を
胸
に
当
て
る
〉
構
図
10
伝
本
10
図
が
、
描
か
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で

あ
ろ
う
。
そ
れ
に
対
し
て
、左
上
か
ら
到
来
す
る
構
図
で
あ
る
⑮
実
践
女
子
大
本
で
は
、か
ぐ
や
姫
は
右
側
の
廂
で
、左
を
向
い
て
座
っ

て
い
る
た
め
に
、〈
右
袖
を
胸
に
当
て
る
〉
こ
と
で
「
不
安
な
心
情
」
を
表
現
し
て
い
る
。

　

⑪
Ｃ
Ｂ
Ｌ
本
で
は
、〈
右
袖
を
顔
に
当
て
る
〉
こ
と
で
、
嘆
き
悲
し
む
「
悲
嘆
の
心
情
」
を
表
し
て
い
る
。
⑬
小
学
館
本
は
、
画
像

が
不
鮮
明
で
判
断
し
に
く
い
の
だ
が
、
右
袖
を
顔
に
当
て
て
い
る
（「
悲
嘆
の
心
情
」）
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
ま
た
、〈
簀
子
で
両
袖
を

顔
に
当
て
る
〉
⑲
め
ぐ
ろ
歴
資
本
16
図
は
、「
悲
嘆
の
心
情
」
を
よ
り
強
調
し
た
表
現
と
な
っ
て
い
る
。

　

尚
、〈
右
手
を
差
し
出
す
〉
⑥
共
立
女
子
大
本
は
、
右
に
座
る
嫗
が
、
か
ぐ
や
姫
の
左
手
に
手
を
添
え
て
お
り
、
姫
の
「
不
安
」
が

現
実
の
も
の
と
な
っ
た
、
切
迫
し
た
心
情
を
表
現
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

　
【
立
ち
姿
】
の
構
図
で
、
か
ぐ
や
姫
は
２
伝
本
で
廂
に
描
か
れ
、
⑨
国
学
院
大
武
田
本
で
は
、
左
袖
を
胸
に
当
て
て
不
安
に
駆
ら
れ

る
姫
の
前
に
嫗
が
立
っ
て
慰
撫
し
、
翁
は
そ
の
右
に
立
っ
て
両
手
を
挙
げ
、
こ
の
場
の
雰
囲
気
の
沈
静
化
を
図
ろ
う
と
し
て
い
る
。
⑯

中
京
大
本
で
は
、
右
手
を
差
し
出
す
か
ぐ
や
姫
の
右
に
翁
、
左
に
頭
巾
姿
の
嫗
が
立
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
左
手
と
右
手
を
差
し
出
し
、
姫

を
慰
撫
し
よ
う
と
し
て
い
る
。【
座
る
姿
】
に
較
べ
る
と
、
か
ぐ
や
姫
の
「
不
安
な
心
情
」
は
、
よ
り
昂
進
し
て
お
り
、
強
調
さ
れ
る

構
図
と
な
っ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

　

た
だ
、⑭
公
文
教
研
本
の
簀
子
に
立
つ
か
ぐ
や
姫
の
場
合
は
、事
情
が
異
な
る
よ
う
で
あ
る
。簀
子
に
独
り
立
つ
か
ぐ
や
姫
の
頭
上
に
、
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一
三

「
車
」
を
伴
っ
た
「
月
の
都
の
迎
え
」
６
人
が
、
雲
に
乗
っ
て
描
か
れ
て
い
る
の
だ
が
、
そ
の
先
頭
に
立
つ
「
迎
え
」
は
、
真
下
の
姫

を
見
下
ろ
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
構
図
は
、
他
に
類
例
の
な
い
独
自
の
も
の
で
あ
る
。
或
い
は
、「
王
と
お
ぼ
し
き
人
」
が
「
屋
の
上
」

に
飛
ぶ
車
を
寄
せ
て
、「
い
ざ
、
か
ぐ
や
姫
、
穢
き
所
に
、
い
か
で
か
久
し
く
お
は
せ
む
」
と
呼
び
か
け
、「
嫗
抱
き
て
ゐ
た
る
か
ぐ
や

姫
、
外
に
い
で
ぬ
」
と
い
う
場
面
を
描
い
た
図
絵
な
の
か
も
知
れ
な
い
。
物
語
本
文
に
記
さ
れ
る
庭
に
腹
這
い
に
臥
す
翁
と
、
か
ぐ
や

姫
を
見
送
る
嫗
が
省
略
さ
れ
て
い
る
の
は
、
横
幅
の
狭
い
奈
良
絵
本
故
の
紙
幅
の
都
合
も
あ
ろ
う
し
、
か
ぐ
や
姫
に
焦
点
を
絞
り
込
ん

だ
結
果
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
だ
が
、「
王
と
お
ぼ
し
き
人
」
を
女
性
と
し
て
描
い
て
い
る
と
し
た
ら
、
そ
の
理
由
は
、「
迎
え
」
は
、

男
性
が
輿
を
担
ぐ
⑯
中
京
大
本
を
除
い
て
、
全
て
女
性
の
姿
で
描
か
れ
て
い
る
こ
と
と
、
関
連
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　　

次
に
、「
迎
え
到
来
」
図
に
描
か
れ
る
翁
の
行
動
を
分
類
す
る
と
、
次
の
通
り
で
あ
る
（
翁
を
不
描
の
⑭
公
文
教
研
本
、
⑰
め
ぐ
ろ

歴
資
本
14
図
、
⑳
立
教
大
小
嶋
丙
本
を
除
く
）。

　
【
座
る
姿
】
14
伝
本
15
図

〈
右
手
を
刀
の
柄
に
添
え
る
〉
①
聖
徳
大
本
、
②
鉄
心
斎
本
、
③
立
教
大
小
嶋
本
、
④
逸
翁
美
本
、
⑤
諏
訪
博
本
（
５
伝
本
）

〈
左
手
を
掲
げ
「
迎
え
」
を
見
遣
る
〉
⑥
共
立
女
子
大
本
、
⑩
国
学
院
大
ハ
イ
ド
本
（
２
伝
本
）

〈「
迎
え
」
を
見
遣
る
〉
⑦
九
曜
本
、
⑱
め
ぐ
ろ
歴
資
本
15
図
（
簀
子
）（
２
伝
本
）

〈
振
り
返
っ
て
「
迎
え
」
を
見
遣
る
〉
⑧
慶
応
大
斯
道
本
、
⑫
立
教
大
本
、
⑮
実
践
女
子
大
本
（
３
伝
本
）

〈
左
手
を
顔
に
当
て
る
〉
⑪
Ｃ
Ｂ
Ｌ
本
（
１
伝
本
）

〈
倒
れ
伏
す
〉
⑬
小
学
館
本
（
１
伝
本
）

〈
両
袖
を
顔
に
当
て
る
〉
⑲
め
ぐ
ろ
歴
資
本
16
図
（
簀
子
）（
１
伝
本
）



日
　
本
　
文
　
学
　
論
　
究

一
四

　
【
立
ち
姿
】
２
伝
本
２
図

〈
両
手
を
挙
げ
る
〉
⑨
国
学
院
大
武
田
本
（
１
伝
本
）

〈
左
手
を
差
し
出
す
〉
⑯
中
京
大
本
（
１
伝
本
）

　

翁
が
【
座
る
姿
】
図
の
基
本
的
類
型
は
、
到
来
す
る
迎
え
を
〈
見
遣
る
〉
構
図
で
あ
り
、
廂
か
ら
警
戒
し
つ
つ
〈
見
遣
る
〉
２
伝
本

を
基
本
と
し
な
が
ら
、〈
左
手
を
掲
げ
見
遣
る
〉
こ
と
で
、
そ
の
行
動
を
強
調
す
る
２
伝
本
が
描
か
れ
、
更
に
、
驚
き
を
以
て
事
態
を

受
け
止
め
る
〈
振
り
返
っ
て
見
遣
る
〉
構
図
３
伝
本
が
描
か
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
〈
右
手
を
刀
の
柄
に
添
え
る
〉
警
戒
す
る
構
図
は
、
５
伝
本
で
確
認
さ
れ
る
の
だ
が
、
こ
れ
ら
は
同
一
の
下
絵
に
基
づ
い
て
描
か
れ

て
い
る
の
で
、
一
般
的
な
構
図
と
し
て
受
容
さ
れ
た
訳
で
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。

　

ま
た
、〈
左
手
を
顔
に
当
て
る
〉〈
倒
れ
伏
す
〉〈
両
袖
を
顔
に
当
て
る
〉
各
１
伝
本
は
、「
迎
え
の
到
来
」
を
悲
嘆
し
て
い
る
点
で
は
、

一
致
し
て
い
な
が
ら
、
そ
の
表
現
方
法
を
「
左
手
」「
両
袖
」「
倒
れ
伏
す
」
と
変
え
る
こ
と
で
、
悲
嘆
の
程
度
を
深
化
さ
せ
て
い
る
の

で
あ
ろ
う
。

　

翁
の
【
立
ち
姿
】
図
は
、
か
ぐ
や
姫
の
「
不
安
な
心
情
」
が
強
調
さ
れ
た
表
現
な
の
だ
が
、〈
両
手
を
挙
げ
る
〉
⑨
国
学
院
大
武
田

本
は
、
こ
の
場
の
雰
囲
気
の
沈
静
化
を
図
ろ
う
と
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
は
、
既
述
し
た
。〈
左
手
を
差
し
出
す
〉
⑯
中
京
大

本
は
、
不
安
に
駆
ら
れ
る
か
ぐ
や
姫
を
慰
撫
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

　　

次
に
、
嫗
の
行
動
を
分
類
す
る
と
、
次
の
通
り
で
あ
る
（
嫗
を
不
描
の
⑭
公
文
教
研
本
、
⑱
め
ぐ
ろ
歴
資
本
15
図
、
⑳
立
教
大
小
嶋

丙
本
を
除
く
）。

　
【
座
る
姿
】
14
伝
本
15
図



『
竹
取
物
語
』
奈
良
絵
本
・
絵
巻
の
図
絵
概
説

一
五

〈
姫
の
左
で
見
遣
る
〉
①
聖
徳
大
本
、
②
鉄
心
斎
本
、
③
立
教
大
小
嶋
本
、
④
逸
翁
美
本
、
⑤
諏
訪
博
本
（
５
伝
本
）

〈
姫
の
右
で
見
遣
る
〉
⑮
実
践
女
子
大
本
、
⑰
め
ぐ
ろ
歴
資
本
14
図
、
⑲
め
ぐ
ろ
歴
資
本
16
図
（
３
伝
本
）

〈
姫
の
右
で
右
手
を
取
る
〉
⑥
共
立
女
子
大
本
（
１
伝
本
）

〈
姫
の
右
で
右
手
を
差
し
出
し
見
遣
る
〉
⑦
九
曜
本
（
１
伝
本
）

〈
姫
の
右
か
ら
両
手
を
差
し
出
す
〉
⑧
慶
応
大
斯
道
本
（
１
伝
本
）

〈
翁
の
右
で
両
手
を
挙
げ
て
見
遣
る
〉
⑩
国
学
院
大
ハ
イ
ド
本
（
１
伝
本
）

〈
姫
の
右
で
両
袖
で
顔
を
覆
う
〉
⑪
Ｃ
Ｂ
Ｌ
本
（
１
伝
本
）

〈
翁
の
右
で
左
袖
を
上
げ
て
見
遣
る
〉
⑫
立
教
大
本
（
１
伝
本
）

〈
姫
を
抱
え
る
〉
⑬
小
学
館
本
（
１
伝
本
）

　
【
立
ち
姿
】
２
伝
本
２
図

〈
姫
の
右
で
右
手
を
差
し
出
す
〉
⑨
国
学
院
大
武
田
本
（
１
伝
本
）

〈
姫
の
左
で
右
手
を
差
し
出
す
〉
⑯
中
京
大
本
（
１
伝
本
）

　

嫗
が
描
か
れ
る
構
図
に
つ
い
て
ま
と
め
る
と
、〈
見
遣
る
〉
図
は
、
か
ぐ
や
姫
の
左
右
の
位
置
の
相
違
に
有
意
差
は
な
く
、
７
伝
本

８
図
が
確
認
さ
れ
る
（
①
～
⑤
の
５
伝
本
は
、
同
一
下
絵
に
依
る
図
絵
）。〈
右
手
を
差
し
出
し
見
遣
る
〉
⑦
九
曜
本
と
、〈
左
袖
を
上

げ
て
見
遣
る
〉
⑫
立
教
大
本
も
、〈
見
遣
る
〉
に
包
含
さ
れ
よ
う
。

　
〈
手
を
差
し
出
す
〉
構
図
は
、【
座
る
姿
】【
立
ち
姿
】
や
片
手
と
両
手
の
相
違
に
有
意
差
は
な
く
、
姫
の
「
不
安
な
心
情
」
を
慰
撫

す
る
た
め
で
あ
り
、
３
伝
本
３
図
が
確
認
さ
れ
る
。
こ
れ
か
ら
派
生
し
た
構
図
が
、〈
右
手
を
取
る
〉
⑥
共
立
女
子
大
本
と
な
り
、〈
姫

を
抱
え
る
〉
⑬
小
学
館
本
が
究
極
の
構
図
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。



日
　
本
　
文
　
学
　
論
　
究

一
六

　
〈
両
手
を
挙
げ
る
〉
⑩
国
学
院
大
ハ
イ
ド
本
は
、
嫗
の
驚
き
を
表
現
し
て
お
り
、〈
両
袖
で
顔
を
覆
う
〉
⑪
Ｃ
Ｂ
Ｌ
本
は
、
悲
嘆
の
深

さ
を
表
現
し
て
い
よ
う
。

　

こ
の
よ
う
に
理
解
す
る
時
、嫗
の
行
動
は
、〈
見
遣
る
〉
９
伝
本
10
図
、〈
手
を
差
し
出
す
〉
及
び
そ
の
派
生
構
図
で
あ
る
〈
右
手
を
取
る
〉

〈
姫
を
抱
え
る
〉
慰
撫
５
伝
本
５
図
、〈
両
袖
を
上
げ
る
〉
驚
嘆
１
伝
本
１
図
、〈
両
袖
で
顔
を
覆
う
〉
悲
嘆
１
伝
本
１
図
の
４
種
類
に
分

類
で
き
る
の
で
あ
り
、〈
見
遣
る
〉
か
、
か
ぐ
や
姫
の
不
安
を
「
慰
撫
」
す
る
構
図
が
、
基
本
的
類
型
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

二

　

物
語
本
文
と
し
て
は
、「
月
の
都
の
迎
え
の
到
来
」
図
の
後
は
、〈
Ⅴ
〉「
か
ぐ
や
姫
、
翁
嫗
に
手
紙
を
書
き
残
す
」
場
面
へ
と
展
開

す
る
の
で
、
こ
の
図
絵
に
つ
い
て
、
構
図
の
概
要
を
ま
と
め
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

伝
本

人
物

そ
の
他

①�

工
藤
早
弓

氏
本

姫
は
左
を
向
い
て
手
紙
を
書
く
。
左
に
侍
烏
帽
子
の
翁
。
屋
根
に
飛
ぶ
車
。
＊
嫗
・
迎
え
・
兵

士
不
描 

＊
②
③
と
同
一
下
絵

簀
子
・
格
子
。
庭
に
草
。

②�

名
古
屋
大

学
本

姫
は
左
を
向
い
て
手
紙
を
書
く
。
左
に
頭
巾
の
翁
。
屋
根
に
飛
ぶ
車
。
＊
嫗
・
迎
え
・
兵
士
不

描 

＊
①
③
と
同
一
下
絵
（
近
世
後
期
の
転
写
本
）

簀
子
・
硯
箱
・
板
戸
。

③�

藤
井
隆
氏

本

姫
は
書
い
た
手
紙
を
、
左
に
座
る
頭
巾
の
翁
と
の
間
に
置
く
。
屋
根
に
飛
ぶ
車
。
＊
嫗
・
迎
え
・

兵
士
不
描 

＊
①
②
と
同
一
下
絵

簀
子
・
板
戸
。

④�

立
教
大
学

貼
交
屏
風

本

左
上
か
ら
雲
に
乗
る
迎
え
２
人
到
来
し
（ 

乗
り
物
不
描 

）、
姫
は
雲
に
乗
っ
て
左
を
向
き
、
右

手
に
筆
、
左
手
で
紙
を
持
ち
手
紙
を
書
く
。
雲
上
に
、
不
死
の
薬
の
壺
と
天
の
羽
衣
の
箱
あ
り
。

迎
え
は
琵
琶
と
蓮
花
を
持
つ
／
庭
で
俯
せ
に
倒
れ
臥
す
翁
嫗
／
兵
士
不
描

簀
子
・
板
戸
。



『
竹
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物
語
』
奈
良
絵
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絵
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の
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概
説

一
七

　

描
か
れ
る
人
物
は
、
同
一
下
絵
に
基
づ
い
て
描
か
れ
た
①
～
③
に
つ
い
て
は
、
か
ぐ
や
姫
と
翁
の
２
人
だ
け
で
あ
り
、
そ
の
姫
は
、

①
工
藤
本
で
は
、
筆
を
右
手
に
持
ち
、
左
手
で
紙
を
立
て
て
手
紙
文
を
書
き
、
そ
の
様
子
を
、
翁
は
見
守
っ
て
い
る
。
そ
れ
が
、
②
名

古
屋
大
本
で
は
、左
手
で
持
つ
紙
を
膝
に
乗
せ
て
、書
か
れ
た
文
字
が
縦
線
で
表
現
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、他
の
２
伝
本
に
は
な
い
「
硯

箱
」
が
描
か
れ
て
い
る
。
③
藤
井
本
で
は
、
書
か
れ
た
手
紙
が
折
り
畳
ま
れ
て
、
長
方
形
の
そ
の
表
面
に
書
か
れ
た
文
字
が
、
点
線
で

表
現
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
④
立
教
大
貼
交
本
で
は
、
か
ぐ
や
姫
は
、
迎
え
の
２
人
と
共
に
雲
上
に
描
か
れ
、
右
手
の
筆
で
手
紙
文
を
書
き
、
そ
の
文
字

が
左
手
で
持
つ
紙
に
点
線
で
描
か
れ
、
翁
嫗
は
、
庭
に
倒
れ
臥
し
て
い
る
。

　

こ
の
「
手
紙
」
は
、
描
か
れ
て
い
る
人
物
か
ら
判
断
し
て
、
か
ぐ
や
姫
が
翁
の
悲
嘆
を
慰
め
る
た
め
に
書
き
残
し
た
も
の
、
と
考
え

ら
れ
る
の
だ
が
、
物
語
本
文
で
は
、
姫
は
「
心
惑
ひ
て
泣
き
伏
せ
る
」
翁
に
近
づ
い
た
時
点
で
認
め
て
い
る
の
で
あ
り
、
場
所
が
相
違

し
て
い
る
。
こ
う
し
た
差
異
は
、
絵
師
の
判
断
、
換
言
す
れ
ば
、
図
絵
の
論
理
に
従
っ
て
描
か
れ
た
結
果
な
の
で
あ
ろ
う
。

　

ま
た
、「
飛
ぶ
車
」
を
描
か
な
い
④
立
教
大
貼
交
本
を
除
く
と
、「
車
」
は
、
①
工
藤
本
③
藤
井
本
で
は
、
屋
根
の
上
に
乗
る
状
態
で
、

車
輪
が
両
輪
と
も
に
描
か
れ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
②
名
古
屋
大
本
で
は
、
屋
根
の
向
こ
う
側
に
描
か
れ
て
い
る
た
め
、
車
の
車
輪
を

含
め
た
下
部
は
遮
ら
れ
て
、
描
か
れ
て
い
な
い
。

　

以
上
指
摘
し
た
手
紙
の
状
態
の
相
違
や
、「
飛
ぶ
車
」
の
有
無
や
描
か
れ
方
の
相
違
は
、
絵
師
の
判
断
で
変
更
が
可
能
な
範
囲
の
事

柄
で
あ
る
に
も
拘
わ
ら
ず
、
特
に
①
～
③
の
人
物
と
車
や
建
物
の
配
置
の
構
図
が
、
同
一
で
あ
る
こ
と
か
ら
判
断
す
る
と
、
同
一
の
下

絵
に
基
づ
い
た
図
絵
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
よ
う
。

　

尚
、
①
～
③
が
嫗
や
月
の
都
の
迎
え
に
加
え
て
、
守
護
の
兵
士
達
も
省
略
さ
れ
た
、
簡
略
化
さ
れ
た
図
絵
で
あ
る
こ
と
を
勘
案
す
る

と
、
嫁
入
り
本
と
し
て
作
製
さ
れ
た
と
考
え
る
よ
り
、
草
紙
屋
が
市
販
し
た
奈
良
絵
本
と
考
え
る
方
が
よ
い
の
か
も
知
れ
な
い
。



日
　
本
　
文
　
学
　
論
　
究

一
八

三

　

次
に
、〈
Ⅵ
〉「
か
ぐ
や
姫
、
不
死
の
薬
を
嘗
め
、
帝
に
手
紙
と
不
死
の
薬
を
献
上
し
、
天
の
羽
衣
を
着
せ
ら
れ
て
、「
月
の
都
」
に

昇
天
す
る
」
図
、
所
謂
「
月
の
都
へ
の
昇
天
」
図
に
つ
い
て
、
検
討
を
加
え
て
み
た
い
。

　

物
語
本
文
と
し
て
は
、
か
ぐ
や
姫
は
、
不
死
の
薬
を
「
い
さ
さ
か
な
め
」
て
、
体
内
を
流
れ
る
時
間
が
月
の
都
の
そ
れ
へ
と
転
換
し
、

帝
が
姫
を
地
上
世
界
に
留
め
る
べ
く
、
兵
士
を
派
遣
し
た
配
慮
に
対
す
る
謝
礼
と
、
昇
天
の
事
情
を
記
し
た
手
紙
に
、「
壷
の
薬
そ
へ

て
、
頭
中
将
呼
び
寄
せ
て
奉
ら
」
せ
、「
天
人
」
を
介
し
て
、
中
将
が
受
け
取
る
と
同
時
に
、「
天
の
羽
衣
」
を
着
せ
ら
れ
た
姫
は
、「
物

思
ひ
な
く
な
り
」、「
翁
を
、
い
と
ほ
し
、
か
な
し
と
思
し
つ
る
こ
と
も
失
せ
」
て
、「
車
に
乗
り
て
、
百
人
ば
か
り
天
人
具
し
て
」
昇

天
す
る
こ
と
に
な
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
実
際
に
描
か
れ
た
「
月
の
都
へ
の
昇
天
」
図
27
伝
本
27
図
は
、
物
語
本
文
と
齟
齬
す
る
事
例
が
多
く
、
そ
れ
も
含

め
て
、
構
図
の
概
要
を
ま
と
め
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

伝
本

人
物

悲
嘆

複
数
場
面

 

そ
の
他

①�

慶
応
大
学

屏
風
本
・

左
９
図

（
元
絵
巻
）

姫
は 

車 

の
後
ろ
に
立
ち
、
振
り
返
ら
ず
右
上
に
昇
天
。
雲
に
乗

る
迎
え
９
人
。
翳
を
姫
の
頭
上
に
差
し
掛
け
る
２
人
、
楽
器
を
演

奏
す
る
６
人
／
翁
嫗
は
左
手
を
顔
に
当
て
（
翁
の
背
後
に
、
姫
の

形
見
の
衣
）、
侍
女
２
人
は
庭
で
嘆
き
臥
す
／
兵
士
４
人
、
翁
家

従
者
２
人　

★
勅
使
高
野
大
国
と
天
人
が
庭
に
並
び
立
つ
。
翁
嫗

の
前
の
簀
子
に
、
手
紙
と
不
死
の
薬
の
壺
。

○
右
上
昇

天
／
姫
は

車
の
後
ろ

立
姿

★
簀
子
に

手
紙
と
薬

を
置
く

兵
士
は
、
塀
上
に
侍
烏
帽
子
鎧

２
・
梯
子
を
登
る
侍
烏
帽
子
鎧

１
・
庭
に
座
る
萎
烏
帽
子
弓
胡

簶
１
・
侍
烏
帽
子
従
者
２
（
槍

１
）。



『
竹
取
物
語
』
奈
良
絵
本
・
絵
巻
の
図
絵
概
説

一
九

②�
国
学
院
大

学
小
絵
巻

本

姫
は 

車 

の
後
ろ
に
立
ち
、
振
り
返
ら
ず
、 左
上
に
昇
天 

。 

迎
え

不
描 

／
廂
の
端
で 

翁
嫗
は
合
掌 

す
る
。
侍
女
は
、
右
袖
を
顔
に

当
て
る
１
人
、
後
ろ
姿
１
人
／
屋
根
に
兵
士
５
人

×
左
上
昇

天
／
姫
は

車
の
後
ろ

立
姿

×

兵
士
は
、
鎧
兜
２
・
鎧
兜
弓
１
・

萎
烏
帽
子
１
・
露
頭
１
。
合
掌

２ 

。

③�

国
会
図
書

館
本
絵
巻
姫
は 
車 

に
乗
っ
て 

振
り
返
り 

、
右
上
に
昇
天
。
雲
に
乗
る
迎
え

６
人
は
、
右
か
ら
篳
篥
・
横
笛
・
翳
・
笙
・
花
を
持
つ
／
翁
嫗
は

左
袖
を
顔
に
当
て
る
。
侍
女
不
描
／
屋
根
に
脱
力
し
た
兵
士
３
人　

★
左
端
の
迎
え
は
、
手
紙
と
不
死
の
薬
の
壺
を
、
庭
に
立
つ
勅
使

高
野
大
国
に
差
し
出
す
。

○
右
上
に

昇
天
／
姫

は
車

★
手
紙
と

薬
を
勅
使

に
渡
す

兵
士
は
、
鎧
兜
１
・
鎧
兜
弓
胡

簶
１
・
侍
烏
帽
子
鎧
１
。

④�

真
田
宝
物

館
本
絵
巻
姫
は
輿
に
乗
っ
て 
振
り
返
り 

、 左
上
に
昇
天 

。
雲
に
乗
る
迎
え

９
人
。
８
人
が
輿
を
手
で
持
ち
（
２
人
振
り
返
り
）、
最
後
尾
は

翳
を
差
し
掛
け
る
／
翁
嫗
は
右
手
を
顔
に
当
て
る
。
侍
女
は
右
袖

を
胸
に
当
て
、
下
女
は
俯
く
／
庭
に
兵
士
３
人

○
左
上
に

昇
天
／
姫

は
輿

×

兵
士
は
、
侍
烏
帽
子
鎧
弓
胡
簶

２
・
侍
烏
帽
子
鎧
１
。

⑤�

泉
屋
博
古　

館
本
絵
巻
姫
は 

車 

に
乗
り
振
り
返
ら
ず
（ 
顔
不
描 

）、 左
上
に
昇
天 

。
雲
に

乗
る
迎
え
19
人
、
11
人
は
楽
器
を
持
ち
、
車
の
後
ろ
は
天
蓋
を
差

し
掛
け
、
最
後
部
か
ら
２
人
目
は
旗
を
持
つ
／
廂
に
立
つ
翁
と
頭

巾
の
嫗
は
袖
を
顔
に
当
て
る
／
兵
士
は
簀
子
に
３
人
、
庭
に
２
人

★
雲
の
下
部
に
立
つ
迎
え
は
、
手
紙
と
不
死
の
薬
の
壺
を
勅
使
高

野
大
国
に
渡
そ
う
と
す
る
。

○
左
上
に

昇
天
／
姫

は
車

★
手
紙
と

薬
を
勅
使

に
渡
す

兵
士
は
、
鎧
兜
長
刀
２
・
鎧
兜

１
・
萎
烏
帽
子
鎧
１
・
露
頭
弓

胡
簶
１
。

⑥�

東
京
大
学

本
絵
巻

姫
は 

車 

に
乗
っ
て 

振
り
返
り 

、
右
上
に
昇
天
。
雲
に
乗
る
迎
え

５
人
、
右
か
ら
団
扇
・
篳
篥
・
食
物
・
笙
・
羅
蓋
を
持
つ
／
廂
の

翁
は
左
袖
、
嫗
は
右
袖
で
顔
を
被
う
／
兵
士
は
門
上
に
２
人
、
塀

上
に
１
人
、
門
外
に
２
人　

★
簀
子
に
立
つ
迎
え
は
、
手
紙
と
不

死
の
薬
の
壺
を
、
勅
使
高
野
大
国
に
渡
そ
う
と
す
る
。

○
右
上
に

昇
天
／
姫

は
車

★
手
紙
と

薬
を
勅
使

に
渡
す

兵
士
は
、
鎧
兜
弓
胡
簶
２
・
萎

烏
帽
子
鎧
弓
胡
簶
２
・
萎
烏
帽

子
鎧
胡
簶
１
。



日
　
本
　
文
　
学
　
論
　
究

二
〇

⑦�
福
岡
市
美

術
館
本

（
長
大
図
）

姫
は
輿
（
輦
）
に
乗
っ
て
振
り
返
ら
ず
（ 

顔
不
描 

）、 左
上
に
昇

天
す
る 

。
雲
に
乗
る
迎
え
11
人
は
、
翳
２
・
笙
・
縦
笛
・
太
鼓
・

横
笛
を
持
ち
、
輿
は
男
４
人
で
担
ぐ
／
廂
に
立
つ
翁
と
頭
巾
の
嫗

は
、
侍
女
３
人
と 

見
送
る 

／
兵
士
は
簀
子
に
３
人
、
庭
に
７
人
、

門
上
に
２
人
、
門
下
に
３
人
、
塀
上
に
１
人　

＊
⑧
と
同
一
下
絵

×
左
上
に

昇
天
／
姫

は
輿

×

兵
士
は
、
鎧
兜
３
・
鎧
兜
長
刀

２
・
烏
帽
子
鎧
１
・
露
頭
鎧
弓

胡
簶
４
・
露
頭
鎧
長
刀
１
・
露

頭
鎧
４
。 

合
掌
３ 

。

⑧�

酒
井
好
古

堂
掲
示
本
姫
は
輿
（
輦
）
に
乗
っ
て
振
り
返
ら
ず
（ 

顔
不
描 

）、 左
上
に
昇

天 
す
る
。
雲
に
乗
る
迎
え
15
人
は
、
翳
・
縦
笛
・
旗
・
笙
２
・
太
鼓
・

横
笛
を
持
ち
、
輿
は
男
４
人
で
担
ぐ
／
廂
に
座
る
翁
と
頭
巾
の
嫗

は
、
侍
女
３
人
と 

見
送
る 

／
兵
士
は
簀
子
に
２
人
（
右
半
分
の

図
絵
省
略
）　

＊
⑦
と
同
一
下
絵

×
左
上
に

昇
天
／

姫
は
輿

×

兵
士
は
、
露
頭
鎧
弓
胡
簶
１
・

露
頭
鎧
長
刀
１
、
他
は
不
明
。

⑨�

吉
田
幸
一

氏
本
絵
巻

 

乗
り
物
は
不
描 
、
雲
に
乗
り 

左
上
に
昇
天 

す
る
６
人
の
最
後
尾

で
振
り
返
る
立
姿
が
、
姫
欤
／
簀
子
に
立
つ
頭
巾
の
翁
は
左
袖
、

嫗
は
両
袖
で
顔
全
体
を
被
い
、
共
に
右
手
を
振
る
／
兵
士
不
描

○
左
上
に

昇
天
／

車
不
描

×

⑩�

臼
杵
市
教

育
委
員
会

本

姫
は
輿
（
輦
）
に
乗
っ
て
振
り
返
ら
ず
、 左
上
に
昇
天 

。
迎
え
５

人
の
４
人
は
輿
を
担
ぎ
、、
最
後
尾
の
１
人
は
翳
を
差
し
掛
け
る

／
簀
子
に
座
る
翁
と
頭
巾
の
嫗
は 
合
掌 
。
侍
女
２
人
は
、
左
袖

を
顔
に
当
て
る
の
と
、
後
ろ
姿
／
兵
士
不
描

×
左
上
に

昇
天
／

姫
は
輿

×

⑪�

円
福
寺
本
右
上
に
昇
天
、
輿
に
乗
る 

姫
不
描 

。
輿
を
袖
で
持
つ
迎
え
４
人

／
廂
の
翁
簀
子
の
嫗
は
、
右
手
と
左
手
を
顔
に
当
て
る
。
翁
の
前

に
手
紙
と
不
死
の
薬
の
壺
。
簀
子
の
侍
女
は
見
送
る
／
兵
士
不
描

○
右
上
に

昇
天
／

姫
不
描

×

＊
廂
の
手
紙
と
不
死
の
薬
の
壺

は
、
姫
昇
天
を
象
徴

⑫�

工
藤
早
弓

氏
本

 

車 

に
乗
る 

姫
は
不
描 

、 左
に
昇
天 

。
迎
え
は
童
５
人
／ 
翁
嫗
不

描 

／
兵
士
不
描
。
＊
⑬
と
同
一
下
絵

×
左
に
昇

天

×

⑬�

名
古
屋
大

学
本

 

車 

に
乗
る 

姫
は
不
描 

、 左
に
昇
天 

。
迎
え
は
男
５
人
／
翁
嫗
不

描
／
兵
士
不
描
。
＊
⑫
と
同
一
下
絵

×
左
上
に

昇
天

×



『
竹
取
物
語
』
奈
良
絵
本
・
絵
巻
の
図
絵
概
説

二
一

⑭�
九
曜
文
庫

二
冊
本

姫
は
輿
に
乗
っ
て 

振
り
返
り 

、
右
上
に
昇
天
。
迎
え
６
人
は
輿

を
担
ぐ
４
人
と
、
最
後
尾
は
天
蓋
を
差
し
掛
け
、
輿
の
右
は
両
手

を
姫
に
差
し
出
す
／
廂
の
端
に
座
る 

翁
嫗
は
見
送
り 

、
侍
女
は

左
袖
を
顔
に
当
て
る
／
兵
士
は
塀
上
に
２
人

×
右
上
に

昇
天
／

姫
は
輿

×

兵
士
は
鎧
兜
２
。

⑮�

ク
リ
ス

テ
ィ
ー
ズ

本

姫
は 
車 

に
乗
っ
て
振
り
返
ら
ず
、
右
上
に
昇
天
。
迎
え
３
人
／

部
分
図
で
、
翁
嫗
不
明
／
兵
士
不
明

右
上
に
昇

天
／

姫
は
車

×

⑯�

サ
ン
ト
リ
ー

美
術
館
本
姫
は
輿
に
乗
っ
て 

振
り
返
り 

、
右
上
に
昇
天
。
輿
の
前
後
に
迎

え
２
人
／
廂
の
翁
は
右
袖
を
顔
に
当
て
、
頭
巾
の
嫗
は
左
袖
を
胸

に
当
て
る
／
兵
士
不
描

○
右
上
に

昇
天
／

姫
は
輿

×

⑰
勝
興
寺
本�

姫
は
輿
に
乗
っ
て 

振
り
返
り 

、 左
上
に
昇
天 

。
迎
え
は
10
人
で
、

４
人
は
振
り
返
る
／
頭
巾
の
翁
、
嫗
は
共
に
右
袖
を
顔
に
当
て
、

侍
女
は
後
ろ
姿
と
右
袖
を
顔
に
当
て
る
／
兵
士
不
描　

★
最
後
尾

の
迎
え
は
、
手
紙
と
不
死
の
薬
の
壺
を
勅
使
高
野
大
国
に
渡
そ
う

と
す
る
。

○
左
上
に

昇
天
／

姫
は
輿

★
手
紙
と

薬
を
勅
使

に
渡
す

⑱�

神
宮
文
庫

本
（
見
開

き
図
）

姫
は 

車 

に
乗
っ
て 

振
り
返
り 

、
右
上
に
昇
天
。 

迎
え
不
描 

／
廂

の
翁
は
左
袖
を
顔
に
当
て
、
簀
子
の
嫗
は
右
袖
で
顔
を
被
う
。
廂

の
侍
女
は
左
袖
を
胸
に
当
て
、
簀
子
の
２
人
は 
合
掌 

、
左
端
は

左
袖
を
顔
に
当
て
る
／
兵
士
10
人

○
右
上
に

昇
天
／

姫
は
車

×

兵
士
は
、
鎧
兜
７
・
萎
烏
帽
子

３
。

⑲�

成
蹊
大
学

本
（
見
開

き
図
）

姫
は
輿
に
乗
っ
て 

振
り
返
り 

、
右
上
に
昇
天
。
迎
え
９
人
は
、

輿
を
持
つ
天
人
７
人
、
先
頭
は
翳
を
持
ち
、
最
後
尾
は
翳
を
差
し

掛
け
る
／
簀
子
に
立
つ
翁
は
左
手
、
嫗
は
左
袖
を
顔
に
当
て
る
。

侍
女
は
、後
ろ
姿
と
袖
を
顔
に
当
て
る
３
人
／
兵
士
は
庭
に
８
人
、

門
上
に
１
人

○
右
上
に

昇
天
／

姫
は
輿

×

兵
士
は
、
鎧
兜
胡
簶
３
・
鎧
兜

２
・
烏
帽
子
鎧
胡
簶
１
・
烏
帽

子
鎧
１
・
萎
烏
帽
子
鎧
胡
簶
１
・

侍
烏
帽
子
鎧
１
。



日
　
本
　
文
　
学
　
論
　
究

二
二

⑳�
Ｃ
Ｂ
Ｌ

Ｊ
1001
本

姫
は 

車 

に
乗
っ
て
振
り
返
ら
ず （ 

顔
上
部
不
描 

）、 左
上
に
昇
天 

。

迎
え
７
人
、
右
端
は
羅
蓋
を
差
し
掛
け
る
／ 

翁
嫗
と
侍
女
不
描 

／

兵
士
は
、
庭
に
５
人
、
門
上
に
１
人　

★
雲
の
下
部
に
立
つ
迎
え

は
、手
紙
と
不
死
の
薬
の
壺
を
勅
使
高
野
大
国
に
渡
そ
う
と
す
る
。

×
左
上
に

昇
天
／

姫
は
車

★
手
紙
と

薬
を
勅
使

に
渡
す

兵
士
は
、
鎧
兜
１
・
萎
烏
帽
子

鎧
胡
簶
１
・
萎
烏
帽
子
鎧
１
・

侍
烏
帽
子
鎧
３
。

㉑�

元
禄
五
年

版
本

姫
は
輿
に
乗
っ
て 

振
り
返
り 

、
右
上
に
昇
天
。
迎
え
４
人
は
、

食
べ
物
と
団
扇
を
持
ち
、
最
後
尾
は
翳
を
差
し
掛
け
る
／
翁
は
左

手
、
嫗
は
左
袖
を
顔
に
当
て
る
。
侍
女
は
左
袖
を
顔
に
当
て
る
／

簀
子
に
兵
士
３
人

○
右
上
に

昇
天
／

姫
は
輿

×

兵
士
は
、
鎧
兜
弓
胡
簶
１
・
鎧

兜
１
・
萎
烏
帽
子
鎧
胡
簶
１
。 

合

掌
２ 

。

㉒�

東
海
大
学

本
（
九
曜

文
庫
旧

蔵
）

姫
は
輿
に
乗
っ
て 

振
り
返
り 

、
右
上
に
昇
天
。
迎
え
４
人
は
、

食
器
と
団
扇
を
持
ち
、最
後
尾
は
翳
を
差
し
掛
け
る
／
翁
は
左
手
、

嫗
は
左
袖
を
顔
に
当
て
る
。
侍
女
は
左
袖
を
顔
に
当
て
る
／
簀
子

に
兵
士
３
人　

＊
㉑
の
転
写
本

○
右
上
に

昇
天
／

姫
は
輿

×

兵
士
は
、
鎧
兜
弓
胡
簶
１
・
鎧

兜
１
・
萎
烏
帽
子
鎧
胡
簶
１
。 

合

掌
２ 

。

㉓�

九
州
大
本

絵
巻

姫
は
輿
に
乗
っ
て 

振
り
返
り 
、
右
上
に
昇
天
。
迎
え
４
人
は
、

食
べ
物
と
団
扇
を
持
ち
、
最
後
尾
は
翳
を
差
し
掛
け
、
振
り
返
る

／
翁
は
左
手
、
嫗
は
左
袖
を
顔
に
当
て
る
。
侍
女
は
左
袖
を
顔
に

当
て
る
／
簀
子
に
兵
士
３
人　

＊
㉑
と
同
一
下
絵

○
右
上
に

昇
天
／

姫
は
輿

×

兵
士
は
、
鎧
兜
弓
胡
簶
１
・
鎧

兜
１
・
萎
烏
帽
子
鎧
胡
簶
１
。 

合

掌
２ 

。

㉔�

東
北
大
学　

狩
野
文
庫　

本

姫
は 

車 

に
乗
っ
て 

振
り
返
り 

、 左
上
に
昇
天 
。 

迎
え
不
描 

／
簀

子
で
翁
は
仰
向
け
に
倒
れ
、
嫗
は
立
っ
て
左
手
を
差
し
出
す
／
兵

士
不
描

○
左
上
に

昇
天
／

姫
は
車

×

㉕�

立
教
大
学　

小
嶋
菜
温　

子
氏
甲
本

姫
は
輿
に
乗
っ
て
右
袖
を
胸
に
当
て
、
左
の
迎
え
は
不
死
の
薬
の

壺
を
差
し
出
す
。 

左
上
に
昇
天 

。
迎
え
は
３
人
／
廂
に
立
つ
翁

は
右
袖
を
胸
に
当
て
、
簀
子
に
立
つ
嫗
は
右
袖
を
顔
に
当
て
、
左

手
を
差
し
出
す
。
侍
女
は
後
ろ
姿
と
右
袖
を
顔
に
当
て
る
／
兵
士

不
描

○
左
上
に

昇
天
／

姫
は
輿

×



『
竹
取
物
語
』
奈
良
絵
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絵
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図
絵
概
説

二
三

㉖�
立
教
大
学　

小
嶋
菜
温　

子
氏
乙
本

姫
は
輿
に
乗
っ
て 

振
り
返
り 

、 左
上
に
昇
天 

。
迎
え
の
５
人
の

内
２
人
は
振
り
返
り
、
最
後
尾
は
翳
を
差
し
掛
け
る
／
廂
の
翁
嫗

は
右
袖
を
顔
に
当
て
る
。
侍
女
不
描
／
兵
士
不
描

○
左
上
に

昇
天
／

姫
は
輿

×

㉗�

龍
谷
大
学

本

姫
は
輿
に
乗
っ
て 

振
り
返
り 

、
右
上
に
昇
天
。
迎
え
は
６
人
、

２
人
は
振
り
返
る
／
頭
巾
の
翁
嫗
は
左
袖
を
顔
に
当
て
る
。
侍
女

３
人
も
左
袖
を
顔
に
当
て
る
／
勅
使
高
野
大
国
は
簀
子
に
立
ち
、

昇
天
を
見
送
る
。
兵
士
不
描

○
右
上
に

昇
天
／

姫
は
輿

×

　

右
の
概
要
に
基
づ
い
て
、「
月
の
都
へ
の
昇
天
」
図
（
以
下
、「
昇
天
」
図
と
略
称
す
る
）
の
構
図
を
分
類
・
整
理
し
て
み
た
い
。

　

先
ず
、
か
ぐ
や
姫
が
「
昇
天
」
す
る
方
向
を
確
認
す
る
と
、「
右
上
へ
の
昇
天
」
図
13
伝
本
（
絵
巻
４
伝
本
、
奈
良
絵
本
９
伝
本
）、

「
左
上
へ
の
昇
天
」
図
14
伝
本
（
絵
巻
６
伝
本
、
奈
良
絵
本
８
伝
本
）
で
あ
り
、
拮
抗
し
て
い
る
。「
到
来
」
図
は
、
右
上
か
ら
の
構
図

が
基
本
的
類
型
で
あ
っ
た
の
と
は
、相
違
し
て
い
る
。
奈
良
絵
本
の
伝
本
数
に
偏
り
は
見
ら
れ
な
い
が
、絵
巻
で
は
、「
左
上
へ
の
昇
天
」

図
の
伝
本
が
、
若
干
多
く
な
っ
て
い
る
。

　

そ
の
理
由
は
、
絵
巻
は
、
既
述
し
た
よ
う
に
、
右
か
ら
左
へ
と
巻
物
を
繙
き
な
が
ら
鑑
賞
、
読
み
進
め
る
形
式
の
も
の
で
あ
る
た
め
、

最
初
に
か
ぐ
や
姫
が
右
上
に
昇
天
す
る
様
子
が
描
か
れ
る
よ
り
も
、
悲
嘆
し
た
り
、
合
掌
・
見
送
る
翁
嫗
が
最
初
に
眼
に
入
っ
た
方
が
、

読
者
は
絵
の
世
界
に
関
心
を
抱
い
て
引
き
込
ま
れ
、
更
に
繙
い
て
、
左
上
に
昇
天
す
る
姫
の
姿
を
確
認
し
て
、
図
絵
の
全
体
を
理
解
す

る
こ
と
に
な
る
。
そ
う
し
た
絵
巻
の
享
受
形
態
が
、「
左
上
へ
の
昇
天
」
図
の
伝
本
が
多
い
要
因
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

　

尚
、「
到
来
」
図
と
「
昇
天
」
図
の
両
図
絵
を
貼
付
す
る
伝
本
は
、
管
見
に
入
っ
た
限
り
で
は
、
皆
無
で
あ
り
、
何
れ
か
の
図
が
選

択
さ
れ
た
の
だ
が
、
確
認
さ
れ
る
「
到
来
」
図
20
図
「
昇
天
」
図
27
図
か
ら
は
、
後
者
の
方
が
多
く
、
物
語
展
開
か
ら
考
え
て
も
、
重

要
度
が
高
い
こ
と
が
勘
案
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
た
だ
、「
到
来
」
図
が
、「
昇
天
」
図
と
遜
色
な
い
伝
本
数
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
嫁



日
　
本
　
文
　
学
　
論
　
究

二
四

入
り
本
と
し
て
作
製
さ
れ
る
こ
と
の
多
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
依
頼
者
に
よ
っ
て
、
翁
嫗
の
悲
嘆
す
る
様
子
が
忌
避
さ
れ
た
事
情
も
あ
る

の
で
あ
ろ
う
。

　

次
に
、
か
ぐ
や
姫
と
と
も
に
昇
天
す
る
「
迎
え
」
の
人
数
を
確
認
す
る
と
（
不
描
の
②
国
学
院
大
小
絵
巻
本
、
⑱
神
宮
本
、
㉔
東
北

大
本
を
除
く
）、
絵
巻
は
９
人
前
後
（
５
人
１
伝
本
、
６
人
２
伝
本
、
９
人
２
伝
本
、
11
人
１
伝
本
、
15
人
１
伝
本
、
19
人
１
伝
本
）

で
あ
り
、
奈
良
絵
本
は
５
人
前
後
（
２
人
１
伝
本
、
３
人
２
伝
本
、
４
人
４
伝
本
、
５
人
４
伝
本
、
６
人
２
伝
本
、
７
人
１
伝
本
、
９

人
１
伝
本
、
10
人
１
伝
本
）
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
人
数
は
、「
到
来
」
図
の
そ
れ
と
、
概
ね
一
致
し
て
い
る
。

　

次
に
、
手
紙
と
不
死
の
薬
の
壷
が
、
勅
使
高
野
大
国
に
渡
さ
れ
る
場
面
を
同
時
に
描
く
「
複
数
場
面
」
の
構
図
６
伝
本
の
検
討
は
、

後
述
す
る
こ
と
に
し
て
、
先
ず
、「
右
上
に
昇
天
」
す
る
９
伝
本
（
翁
嫗
不
明
の
⑮
ク
リ
ス
テ
ィ
ー
ズ
本
を
除
く
）
に
描
か
れ
る
か
ぐ

や
姫
と
、
取
り
残
さ
れ
る
翁
嫗
の
様
子
を
分
類･

整
理
す
る
と
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

　
【
輿
】
８
伝
本

〈
姫�

振
り
返
り
、
翁
嫗
悲
嘆
〉
⑯
サ
ン
ト
リ
ー
美
本
、
⑲
成
蹊
大
本
、
㉑
元
禄
版
本
（
兵
士
合
掌
２
人
）、
㉒
東
海
大
本
（
兵　
　

士
合
掌
２
人
）、
㉓
九
州
大
本
（
兵
士
合
掌
２
人
）、
㉗
龍
谷
大
本
（
６
伝
本
）

〈
姫
振
り
返
り
、
翁
嫗
見
送
り
〉
⑭
九
曜
本
（
１
伝
本
）

〈
姫
不
描
、
翁
嫗
悲
嘆
〉
⑪
円
福
寺
本
（
１
伝
本
）

　
【
車
】
１
伝
本

〈
姫
振
り
返
り
、
翁
嫗
悲
嘆
〉
⑱
神
宮
本
（
侍
女
合
掌
２
人
）（
１
伝
本
）

　
「
右
上
に
昇
天
」
す
る
図
絵
で
、物
語
本
文
に
比
較
的
近
い
の
は
、「
車
」
に
乗
る
〈
姫
振
り
返
り
、翁
嫗
悲
嘆
〉
の
⑱
神
宮
本
な
の
だ
が
、
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二
五

こ
の
図
の
基
本
的
類
型
は
、
６
伝
本
を
数
え
る
「
輿
」
に
乗
り
、〈
姫
振
り
返
り
、
翁
嫗
悲
嘆
〉
で
あ
る
こ
と
が
判
明
す
る
。
か
ぐ
や

姫
が
翁
嫗
を
思
い
遣
っ
て
振
り
返
る
こ
と
は
、
物
語
本
文
と
は
矛
盾
す
る
も
の
の
、
翁
嫗
の
悲
嘆
を
深
化
さ
せ
、
昇
天
と
い
う
離
別
の

場
に
相
応
し
い
構
図
と
し
て
選
び
取
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

そ
の
一
方
で
、〈
姫
振
り
返
り
、
翁
嫗
見
送
り
〉
の
⑭
九
曜
本
は
、
物
語
本
文
と
相
違
し
て
、
翁
嫗
の
悲
嘆
が
描
か
れ
ず
、「
見
送
り
」

と
い
う
新
た
な
構
図
で
描
か
れ
て
い
る
の
だ
が
、
こ
の
問
題
は
「
左
上
に
昇
天
」
図
の
項
で
、
改
め
て
論
ず
る
こ
と
に
し
た
い
。

　

ま
た
、〈
姫
不
描
、
翁
嫗
悲
嘆
〉
の
⑪
円
福
寺
本
は
、
か
ぐ
や
姫
が
描
か
れ
て
い
な
い
珍
し
い
伝
本
な
の
だ
が
、
翁
の
前
の
廂
に
、

姫
が
帝
に
残
し
た
手
紙
と
不
死
の
薬
の
壺
が
置
か
れ
て
い
て
、
こ
れ
が
姫
の
昇
天
を
象
徴
す
る
媒
体
に
な
っ
て
い
る
。「
姫
不
描
」
の

構
図
が
生
じ
た
理
由
に
つ
い
て
は
、「
左
上
に
昇
天
」
図
の
項
で
、
改
め
て
論
ず
る
こ
と
に
し
た
い
と
思
う
。

　

次
に
、「
左
上
に
昇
天
」
す
る
11
伝
本
に
描
か
れ
る
か
ぐ
や
姫
と
、
取
り
残
さ
れ
る
翁
嫗
の
様
子
を
分
類･

整
理
す
る
と
、
次
の
通

り
で
あ
る
。

　
【
輿
】
６
伝
本

〈
姫
振
り
返
り
、
翁
嫗
悲
嘆
〉
④
真
田
宝
物
本
、
㉖
立
教
大
小
嶋
乙
本
（
２
伝
本
）

〈
姫
振
り
返
ら
ず
、
翁
嫗
悲
嘆
〉
㉕
立
教
大
小
嶋
甲
本
、（
１
伝
本
）

〈
姫
振
り
返
ら
ず
、
翁
嫗
見
送
り
〉
⑦
福
岡
市
美
本
（
兵
士
合
掌
３
人
）、
⑧
酒
井
好
古
堂
本
（
２
伝
本
）

〈
姫
振
り
返
ら
ず
、
翁
嫗
合
掌
〉
⑩
臼
杵
市
教
委
本
（
１
伝
本
）

　
【
車
】
４
伝
本

〈
姫
振
り
返
り
、
翁
嫗
悲
嘆
〉
㉔
東
北
大
本
（
１
伝
本
）
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〈
姫
振
り
返
ら
ず
、
翁
嫗
合
掌
〉
②
国
学
院
大
小
絵
巻
本
（
兵
士
２
人
合
掌
）（
１
伝
本
）

〈
姫
不
描
、
翁
嫗
不
描
〉
⑫
工
藤
本
、
⑬
名
古
屋
大
本
（
２
伝
本
）

　
【
乗
り
物
不
描
】
１
伝
本

〈
姫
不
明
、
翁
嫗
悲
嘆
〉
⑨
吉
田
本
（
１
伝
本
）

　

右
の
分
類
を
見
て
、先
ず
、注
意
さ
れ
る
の
は
、「
右
上
に
昇
天
」図
の
基
本
的
類
型
で
あ
っ
た〈
姫
振
り
返
り
、翁
嫗
悲
嘆
〉の
構
図
が
、

④
真
田
宝
物
本
と
㉔
東
北
大
本
と
㉖
立
教
大
小
嶋
乙
本
の
３
伝
本
に
し
か
見
ら
れ
な
い
こ
と
で
あ
る
。

　
「
左
上
に
昇
天
」
す
る
図
絵
で
、物
語
本
文
に
忠
実
な
、「
車
」
に
乗
り
〈
姫
振
り
返
ら
ず
、翁
嫗
悲
嘆
〉
の
伝
本
は
皆
無
な
の
だ
が
、「
右

上
に
昇
天
」
図
で
は
、
確
認
で
き
な
か
っ
た
〈
姫
振
り
返
ら
ず
〉
の
構
図
が
、「
輿
」
で
４
伝
本
、「
車
」
で
１
伝
本
の
合
計
５
伝
本
で

確
認
さ
れ
る
点
は
、
注
意
さ
れ
よ
う
。
し
か
も
、
そ
の
中
で
物
語
本
文
と
一
致
す
る
〈
翁
嫗
悲
嘆
〉
は
、
㉕
立
教
大
小
嶋
甲
本
し
か
な

い
の
に
対
し
て
、〈
翁
嫗
見
送
り
〉
は
、
⑦
福
岡
市
美
本
と
⑧
酒
井
好
古
堂
本
の
２
伝
本
（「
右
上
に
昇
天
」
図
の
⑭
九
曜
本
も
含
め
る

と
３
伝
本
）、〈
翁
嫗
合
掌
〉
も
、
⑩
臼
杵
市
教
委
本
と
②
国
学
院
大
小
絵
巻
本
の
２
伝
本
が
確
認
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　

何
故
に
、翁
嫗
が
か
ぐ
や
姫
を
〈
見
送
り
〉〈
合
掌
〉
す
る
構
図
が
、「
左
上
に
昇
天
」
図
に
多
い
の
か
を
考
え
る
と
、月
の
都
は
、「
い

と
け
う
ら
に
、
老
い
を
せ
ず
な
む
。
思
ふ
こ
と
も
な
く
は
べ
る
」
と
い
う
、
人
間
世
界
の
現
実
を
反
転
さ
せ
た
理
想
郷
と
し
て
設
定
さ

れ
て
お
り
、
そ
れ
と
西
の
方
角
（
図
絵
で
は
左
）
に
阿
弥
陀
仏
の
極
楽
浄
土
が
あ
る
こ
と
と
が
重
ね
ら
れ
て
、
姫
の
「
月
の
都
」
へ
の

昇
天
が
、
浄
土
へ
の
帰
還
と
理
解
さ
れ
た
た
め
な
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

こ
れ
は
、「
左
上
に
昇
天
」
す
る
図
絵
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
成
立
す
る
解
釈
で
あ
る
以
上
、「
右
上
に
昇
天
」
図
９
伝
本
の
内
で
、
唯

一
⑭
九
曜
本
だ
け
が
〈
見
送
り
〉
の
構
図
を
取
っ
て
い
る
の
は
、
⑦
福
岡
市
美
本
や
⑧
酒
井
好
古
堂
本
の
よ
う
な
構
図
の
影
響
下
に
生

じ
た
事
例
で
あ
る
、
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
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尚
、【
乗
り
物
不
描
】
で
〈
姫
不
明
、
翁
嫗
悲
嘆
〉
の
⑨
吉
田
本
に
つ
い
て
は
、「
天
の
羽
衣
」
を
着
せ
ら
れ
昇
天
す
る
か
ぐ
や
姫
の

服
装
が
、
雲
に
乗
る
迎
え
と
同
一
に
描
か
れ
て
お
り
、
加
え
て
、
乗
り
物
も
不
描
で
あ
る
た
め
、
姫
を
特
定
す
る
手
懸
か
り
が
得
ら
れ

な
い
。
振
り
返
る
人
物
に
注
目
す
る
と
、
最
後
尾
の
人
物
が
か
ぐ
や
姫
に
相
応
し
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
と
す
る
と
、〈
姫
振
り
返
り
、

翁
嫗
悲
嘆
〉
の
構
図
に
分
類
で
き
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

　

ま
た
、〈
姫
不
描
、
翁
嫗
不
描
〉
の
構
図
の
⑫
工
藤
本
と
⑬
名
古
屋
大
本
は
、
昇
天
す
る
「
車
」
に
焦
点
を
絞
っ
た
図
絵
な
の
だ
が
、

こ
の
場
面
に
不
可
欠
な
か
ぐ
や
姫
と
翁
嫗
を
省
略
し
た
た
め
、「
到
来
」図
に
も
転
用
で
き
る
曖
昧
さ
を
包
含
す
る
結
果
に
な
っ
て
い
る
。

⑬
名
古
屋
大
本
の
昇
天
す
る
雲
は
、
左
に
向
か
っ
て
水
平
に
移
動
し
て
い
る
の
だ
が
、
⑫
工
藤
本
の
は
、
左
下
に
降
下
し
て
お
り
、「
到

来
」
図
に
相
応
し
い
構
図
に
な
っ
て
い
る
。

　

次
に
、
か
ぐ
や
姫
の
「
昇
天
」
と
併
せ
て
、
姫
の
手
紙
と
不
死
の
薬
の
壺
が
勅
使
高
野
大
国
に
渡
さ
れ
る
場
面
を
描
く
、
複
数
場
面

の
図
絵
６
伝
本
に
つ
い
て
、
分
類
・
整
理
し
て
み
た
い
。

　
「
右
上
に
昇
天
」
３
伝
本

　
【
車
】

〈
姫
振
り
返
り
、
翁
嫗
悲
嘆
〉
③
国
会
図
書
本
、
⑥
東
京
大
本
（
２
伝
本
）

〈
姫
振
り
返
ら
ず
、
翁
嫗
悲
嘆
〉
①
慶
応
大
屏
風
本
（
１
伝
本
）

　
「
左
上
に
昇
天
」
３
伝
本

　
【
輿
】

〈
姫
振
り
返
り
、
翁
嫗
悲
嘆
〉
⑰
勝
興
寺
本
（
１
伝
本
）
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文
　
学
　
論
　
究

二
八

　
【
車
】

〈
姫
振
り
返
ら
ず
、
翁
嫗
悲
嘆
〉
⑤
泉
屋
博
古
本
（
１
伝
本
）

〈
姫
振
り
返
ら
ず
、
翁
嫗
不
描
〉
⑳
Ｃ
Ｂ
Ｌ
本
（
１
伝
本
）

　
「
昇
天
」
す
る
方
向
は
、
左
右
各
３
伝
本
と
同
一
で
あ
り
、
乗
り
物
は
【
車
】
５
伝
本
【
輿
】
１
伝
本
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、〈
姫

振
り
返
り
〉
と
〈
姫
振
り
返
ら
ず
〉
も
、各
３
伝
本
と
同
一
で
あ
る
が
、⑳
Ｃ
Ｂ
Ｌ
本
の
〈
翁
嫗
不
描
〉
以
外
の
５
伝
本
は
、〈
翁
嫗
悲
嘆
〉

で
同
一
と
な
っ
て
い
る
。

　
「
中
将
に
、
天
人
と
り
て
伝
ふ
」
様
子
は
、
次
の
よ
う
に
分
類･

整
理
で
き
よ
う
。

〈
天
人
と
中
将
は
庭
に
並
び
立
ち
、
手
紙
と
薬
の
壺
は
簀
子
〉
①
慶
応
大
屏
風
本

〈
天
人
は
雲
の
最
後
尾
で
、
手
紙
と
薬
の
壺
を
持
っ
て
立
ち
、
中
将
は
庭
に
立
つ
〉
③
国
会
図
書
本

〈
天
人
は
雲
の
最
後
尾
で
、
手
紙
と
薬
の
壺
を
持
っ
て
立
ち
、
中
将
は
簀
子
で
受
け
取
る
〉
⑰
勝
興
寺
本

〈
天
人
は
雲
の
下
部
で
、
薬
の
壺
と
手
紙
を
持
っ
て
立
ち
、
中
将
は
廂
で
受
け
取
る
〉
⑤
泉
屋
博
古
本

〈
天
人
は
雲
の
下
部
で
、
手
紙
と
薬
の
壺
を
持
っ
て
腰
を
屈
め
、
中
将
は
庭
で
受
け
取
る
〉
⑳
Ｃ
Ｂ
Ｌ
本

〈
天
人
は
簀
子
で
手
紙
と
薬
の
壺
を
持
っ
て
立
ち
、
中
将
は
座
っ
て
受
け
取
る
〉
⑥
東
京
大
本

　

右
の
分
類
を
ま
と
め
る
と
、「
天
人
」
は
右
手
に
手
紙
、
左
手
に
不
死
の
薬
の
壺
を
持
っ
て
（
⑤
泉
屋
博
古
本
は
逆
）、
乗
る
雲
の
最

後
尾
か
下
部
に
立
ち
、
勅
使
の
「
中
将
」
は
、
立
っ
て
受
け
取
る
（
簀
子
１
伝
本
、
廂
１
伝
本
、
庭
２
伝
本
）
構
図
が
、
基
本
的
類
型

と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
こ
れ
は
、「
迎
え
」
が
「
雲
に
乗
り
て
下
り
来
て
、
土
よ
り
五
尺
ば
か
り
上
り
た
る
ほ
ど
に
立
ち
連
ね
た
り
」

と
叙
述
さ
れ
、
穢
土
と
し
て
の
地
上
世
界
に
は
降
り
立
た
な
い
物
語
本
文
に
則
し
た
図
絵
と
な
っ
て
い
る
。

　

だ
が
、
こ
の
こ
と
が
失
念
さ
れ
て
、「
天
人
」
が
簀
子
に
立
ち
、
勅
使
の
「
中
将
」
が
束
帯
姿
で
座
っ
て
拝
受
す
る
⑥
東
京
大
本
の



『
竹
取
物
語
』
奈
良
絵
本
・
絵
巻
の
図
絵
概
説

二
九

図
絵
と
な
り
、
更
に
、
手
紙
と
不
死
の
薬
の
壺
は
、
簀
子
に
置
か
れ
て
授
受
の
構
図
と
な
ら
ず
、
庭
に
並
び
立
つ
「
天
人
」
と
「
中
将
」

が
、
悲
嘆
す
る
翁
嫗
を
見
守
る
①
慶
応
大
屏
風
本
の
図
絵
へ
と
変
遷
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

最
後
に
、〈
姫
振
り
返
ら
ず
〉
の
構
図
の
９
伝
本
中
に
、
か
ぐ
や
姫
の
顔
を
描
か
な
い
⑤
泉
屋
博
古
本
、
⑦
福
岡
市
美
本
、
⑧
酒
井

好
古
堂
本
、
⑳
Ｃ
Ｂ
Ｌ
本
の
４
伝
本
が
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
、
考
え
て
み
た
い
。

　

具
体
的
に
は
、「
車
」
や
「
輿
」
の
屋
根
に
遮
ら
れ
て
、
⑤
⑦
は
肩
か
ら
上
が
描
か
れ
ず
、
⑧
は
首
か
ら
上
が
描
か
れ
ず
、
⑳
は
顔

の
上
半
分
が
描
か
れ
て
い
な
い
。
そ
の
理
由
を
考
え
る
と
、
か
ぐ
や
姫
は
、
迎
え
が
持
参
し
た
「
不
死
の
薬
」
を
嘗
め
、「
天
の
羽
衣
」

を
身
に
纏
う
こ
と
で
、
理
想
郷
で
あ
る
「
月
の
都
」
の
人
と
し
て
再
生
し
た
だ
け
で
な
く
、「
王
と
お
ぼ
し
き
人
」（
月
の
都
の
王
の
勅

使
で
あ
ろ
う
）
が
、「
か
ぐ
や
姫
は
罪
を
つ
く
り
た
ま
へ
り
け
れ
ば
、か
く
賤
し
き
お
の
れ
が
も
と
に
、し
ば
し
お
は
し
つ
る
な
り
」
と
、

尊
敬
語
を
使
用
し
て
翁
に
語
り
か
け
て
お
り
、「
王
女
」（
内
親
王
）
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

　

か
ぐ
や
姫
は
、「
昇
天
」
時
、「
月
の
都
」
で
の
本
来
の
身
分
に
回
帰
し
て
い
た
の
で
あ
り
、
そ
の
高
貴
性
を
象
徴
す
る
表
現
と
し
て
、

絵
巻
に
お
い
て
、
天
皇
の
顔
は
不
描
が
原
則
で
あ
り
、
そ
れ
が
描
か
れ
る
の
は
、「
天
皇
が
吹
抜
屋
台
の
内
に
位
置
す
る
場
合
と
、
天

皇
が
そ
の
絵
巻
に
お
い
て
よ
り
高
位
に
あ
た
る
神
仏
や
尊
属
と
対
面
す
る
場
合（
６
）」（
180
頁
）
に
限
ら
れ
て
い
た
「
黙
契
」
を
、
姫
に
適

用
し
た
た
め
な
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

更
に
言
え
ば
、
⑪
円
福
寺
本
の
よ
う
に
、
勅
使
高
野
大
国
を
描
か
ず
に
、
簀
子
に
手
紙
と
不
死
の
薬
の
壺
だ
け
を
置
い
て
、
か
ぐ
や

姫
の
存
在
を
暗
示
し
、
姫
の
乗
る
輿
だ
け
を
描
い
て
、
そ
の
姿
を
描
か
な
い
こ
と
で
、
高
貴
性
を
表
現
す
る
方
法
が
取
ら
れ
た
可
能
性

は
、
考
え
ら
れ
て
よ
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。



日
　
本
　
文
　
学
　
論
　
究

三
〇

註（１
）	�
拙
稿
「
同
一
下
絵
に
よ
る
『
竹
取
物
語
絵
巻
』
図
絵
の
検
討
―
逸
翁
美
術
館
本
・
諏
訪
市
博
物
館
本
・
聖
徳
大
学
川
並
弘
昭
記
念
図
書
館
本
・
立
教

大
学
小
嶋
菜
温
子
氏
旧
蔵
本
・
鉄
心
斎
文
庫
本
」（『
花
園
大
学
日
本
文
学
論
究
』
第
11
号　

二
〇
一
八
年
一
二
月
）

（
２
）	『
河
合
正
朝
絵
画
史
論
集
』
下
巻
（
中
央
公
論
美
術
出
版　

二
〇
二
〇
年
一
一
月
）。
初
出
は
二
〇
〇
六
年
。

（
３
）	�「
月
の
都
の
迎
え
」
が
飛
天
と
し
て
描
か
れ
る
他
の
伝
本
と
し
て
は
、『
思
文
閣
古
書
資
料
目
録
』
第
二
三
八
号
（
二
〇
一
四
年
七
月
）
53
頁
掲
載
の
「
飛

天
、不
死
の
薬
の
壺
と
手
紙
を
、か
ぐ
や
姫
か
ら
受
け
取
る
」
図
と
思
し
き
図
絵
が
あ
る
が
、前
後
の
図
絵
及
び
物
語
本
文
と
の
関
連
は
不
明
で
あ
り
、

現
在
の
御
所
蔵
者
の
報
告
を
待
ち
た
い
と
思
う
。

（
４
）	

徳
田
進
氏
『
竹
取
物
語
絵
巻
の
系
譜
的
研
究
』（
桜
楓
社　

一
九
七
八
年
一
一
月
）
図
62
（
91
頁
）

（
５
）	�

日
本
古
典
集
成
本
は
「
か
ぐ
や
姫
は
、
こ
の
天
人
の
王
も
敬
語
を
用
い
る
よ
う
な
月
世
界
で
も
最
高
の
身
分
の
存
在
だ
っ
た
」（
78
頁
頭
注
三
）、
新

編
日
本
古
典
文
学
全
集
本
は
「
天
人
の
王
が
、
か
ぐ
や
姫
に
敬
語
を
用
い
て
い
る
の
に
注
意
。
姫
は
月
世
界
の
尊
い
人
だ
っ
た
の
で
あ
る
」（
72
頁

頭
注
一
）、
新
日
本
古
典
文
学
大
系
本
は
「
王
が
敬
語
を
使
う
ほ
ど
、
か
ぐ
や
姫
は
月
の
都
で
は
高
貴
な
身
分
で
あ
る
」（
70
頁
脚
注
八
）
と
付
注
し

て
お
り
、「
王
女
」
と
認
定
し
て
差
し
支
え
あ
る
ま
い
。

（
６
）	�

山
本
陽
子
氏
『
絵
巻
に
お
け
る
神
と
天
皇
の
表
現
』（
中
央
公
論
美
術
出
版　

二
〇
〇
六
年
七
月
）

　

付
記�　

本
稿
を
成
す
に
際
し
て
、
奈
良
絵
本
・
絵
巻
の
伝
本
調
査
に
対
し
、
御
所
蔵
の
機
関
や
御
所
蔵
者
の
御
芳
情
を
戴
い
た
こ
と
に
、
深
甚
の
謝
意

を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　

�　

本
来
で
あ
れ
ば
、
適
宜
図
絵
を
掲
示
す
べ
き
と
こ
ろ
、
原
稿
準
備
遅
延
の
た
め
に
、
転
載
の
許
可
を
い
た
だ
く
時
間
的
余
裕
が
取
れ
ず
、
省
略

せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
理
解
し
辛
く
な
っ
た
こ
と
を
、
お
詫
び
申
し
上
げ
る
。

　
　
　

�　

伝
本
の
情
報
に
つ
い
て
は
、
付
載
の
「『
竹
取
物
語
』
奈
良
絵
本
・
絵
巻
の
伝
本
（
第
二
稿
）」
を
参
照
い
た
だ
け
た
ら
、
幸
い
で
あ
る
。



『
竹
取
物
語
』
奈
良
絵
本
・
絵
巻
の
図
絵
概
説

三
一

付　
『
竹
取
物
語
』
奈
良
絵
本
・
絵
巻
の
伝
本
（
第
二
稿
）

　
　

�　

本
稿
は
、旧
稿
「『
竹
取
物
語
』
奈
良
絵
本
・
絵
巻
の
伝
本
」（『
花
園
大
学
文
学
部
研
究
紀
要
』
第
四
八
号　

二
〇
一
六
年
三
月
）

の
記
述
に
つ
い
て
、
こ
の
五
年
余
り
の
間
に
気
付
い
た
錯
誤
を
訂
正
す
る
と
と
も
に
、
新
た
に
確
認
し
た
伝
本
を
追
加
し
、
関
連

す
る
論
文
を
増
補
し
た
補
正
版
で
あ
る
。

【
凡
例
】

・�

『
竹
取
物
語
』の
奈
良
絵
本
・
絵
巻
の
伝
本
を
網
羅
的
に
掲
示
し
、そ
の
所
蔵
者
と
情
報
が
記
載
さ
れ
て
い
る
文
献
名
、マ
イ
ク
ロ
フ
ィ

ル
ム
の
所
蔵
機
関
、
絵
の
写
真
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
図
録
等
、
研
究
の
た
め
の
手
懸
か
り
を
提
供
す
る
こ
と
を
意
図
し
て
編
集
し
た
。

ま
た
、
従
来
の
研
究
で
言
及
の
あ
る
伝
本
や
調
査
し
得
た
伝
本
に
つ
い
て
は
、
参
考
と
な
る
情
報
も
付
記
し
た
。

・��

中
田
剛
直
氏
『
竹
取
物
語
の
研
究　

校
異
篇
解
説
篇
』（
塙
書
房　

一
九
六
五
年
六
月
）
の
時
点
で
、
既
に
旧
蔵
本
と
明
記
さ
れ
て

い
る
等
、
所
蔵
者
が
変
更
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
て
い
る
伝
本
で
あ
っ
て
も
、
現
在
の
所
蔵
者
が
確
認
さ
れ
て
い
な
い
場
合
は
、

旧
蔵
者
名
で
掲
示
し
た
。
そ
の
た
め
、
同
一
伝
本
が
所
蔵
者
名
を
変
え
て
複
数
箇
所
で
掲
示
さ
れ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
お

断
り
し
て
お
く
。

　

�

尚
、『
国
書
総
目
録
』
第
五
巻
（
岩
波
書
店　

一
九
六
七
年
一
一
月
）
掲
載
の
『
竹
取
物
語
絵
巻
』「
京
大
（
一
軸
）」
は
、
京
都
大

学
博
物
館
古
文
書
室
蔵
・
新
写
本
一
巻
の
こ
と
と
思
わ
れ
る
が
、『
竹
取
物
語
』
の
絵
巻
で
は
な
い
こ
と
が
判
明
し
た
の
で
削
除
し
た
。

・��

図
絵
が
剥
離
さ
れ
白
紙
の
伝
本
も
、
奈
良
絵
本
・
絵
巻
の
展
開
を
考
え
る
資
料
に
な
る
の
で
、
巻
末
に
【
図
絵
剥
離
伝
本
】
と
し
て

掲
示
し
、
調
査
し
得
た
伝
本
に
つ
い
て
は
、
大
き
さ
を
注
記
し
た
。
石
川
透
氏
の
御
教
示
に
よ
る
と
、
剥
離
痕
が
確
認
さ
れ
な
い
白



日
　
本
　
文
　
学
　
論
　
究

三
二

紙
を
含
む
伝
本
で
も
、
表
紙
が
付
い
て
い
れ
ば
絵
は
貼
ら
れ
て
い
た
（
剥
離
さ
れ
た
）
と
考
え
ら
れ
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

・��
『
竹
取
物
語
』奈
良
絵
本
・
絵
巻
の
研
究
状
況
に
つ
い
て
は
、拙
稿「『
竹
取
物
語
』の
絵
画
の
世
界
」（『
知
の
遺
産 

竹
取
物
語
の
新
世
界
』　

武
蔵
野
書
院　

二
○
一
五
年
一
○
月
）
を
参
照
し
て
い
た
だ
け
た
ら
、
幸
い
で
あ
る
。

・�

所
蔵
者
の
変
更
や
記
載
情
報
の
錯
誤
等
、
お
気
付
き
の
点
が
あ
れ
ば
、
是
非
御
教
示
を
お
願
い
し
た
い
。
更
な
る
改
訂
と
増
補
を
重

ね
る
こ
と
で
、『
竹
取
物
語
』
奈
良
絵
本
・
絵
巻
の
研
究
が
充
実
・
深
化
す
る
一
助
と
な
る
こ
と
を
願
う
か
ら
で
あ
る
。

【
絵
巻
】

①
逸
翁
美
術
館
本　

三
巻　

全
15
図
（
各
巻
５
図
）

・�

国
文
学
研
究
資
料
館
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム

・�

『
逸
翁
美
術
館
蔵
国
文
学
関
係
資
料
解
題
』（
明
治
書
院 

平
成
元
年
三
月
）
＊
第
８
図
「
御
行
暴
風
に
遭
遇
」
掲
載

・��

『�

絵
巻 

大
江
山
酒
呑
童
子
・
芦
引
絵
の
世
界
』（
思
文
閣
出
版　

二
○
一
一
年
九
月
）＊
第
14
図
「
月
の
都
の
人
々
迎
え
に
到
来
」

掲
載

・�

拙
稿
「『
竹
取
物
語
』
絵
の
配
列
と
多
義
性
―
逸
翁
美
術
館
本
と
諏
訪
市
博
物
館
本
の
比
較
を
通
し
て
」（『
花
園
大
学
日
本
文

学
論
究
』
第
四
号　

二
〇
一
一
年
一
二
月
）

・��

拙
稿
「
同
一
下
絵
に
よ
る
『
竹
取
物
語
絵
巻
』
図
絵
の
検
討
―
逸
翁
美
術
館
本
・
諏
訪
市
博
物
館
本
・
聖
徳
大
学
川
並
弘
昭
記

念
図
書
館
本
・
立
教
大
学
小
嶋
菜
温
子
氏
旧
蔵
本
・
鉄
心
斎
文
庫
本
」（『
花
園
大
学
日
本
文
学
論
究
』
第
十
一
号　

二
〇
一
八

年
一
二
月
）

・��

拙
稿
「
同
一
下
絵
に
よ
る
『
竹
取
物
語
絵
巻
』
四
伝
本
本
文
の
検
討
―
逸
翁
美
術
館
本
・
諏
訪
市
博
物
館
本
・
聖
徳
大
学
川
並



『
竹
取
物
語
』
奈
良
絵
本
・
絵
巻
の
図
絵
概
説

三
三

弘
昭
記
念
図
書
館
本
・
立
教
大
学
小
嶋
菜
温
子
氏
旧
蔵
本
」（『
花
園
大
学
日
本
文
学
論
究
』
第
十
二
号　

二
〇
一
九
年
一
二
月
）

②
慶
応
大
学
斯
道
文
庫
本　

三
巻　

全
18
図
（
上
６
・
中
７
・
下
５
図
）
＊
長
大
図
上
１
・
下
２

・��
宮
腰
直
人
・
目
黒
将
史
氏
「
資
料
紹
介
―
立
教
大
学
蔵
『
竹
取
物
語
』
貼
交
屏
風
」（『
立
教
大
学
大
学
院
日
本
文
学
論
叢
』
第

六
号　

二
○
○
六
年
八
月
）
注
８

③
九
州
大
学
本　

三
巻　

全
６
図
（
各
巻
２
図
）

・��

九
州
大
学
図
書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

・��

国
文
学
研
究
資
料
館
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム

④
共
立
女
子
大
学
本　

二
巻　

全
17
図
（
上
９
・
下
８
図
）

・�

山
本
聡
美
氏
「
共
立
女
子
大
学
図
書
館
所
蔵
絵
巻
の
基
礎
的
研
究
：「
竹
取
物
語
絵
巻
」「
利
仁
草
紙
」「
異
疾
之
絵
巻
（
病

草
紙
模
本
）」「
鳥
羽
絵
巻
物
（
鳥
獣
戯
画
模
本
）」」（『
共
立
女
子
大
学
・
共
立
女
子
短
期
大
学
総
合
文
化
研
究
所
紀
要
』
第

二
十
四
号　

二
○
一
八
年
二
月
）
＊
本
文
翻
刻

⑤
宮
内
庁
書
陵
部
本　

二
巻　

全
16
図
（
各
巻
８
図
）　

元
禄
前
後
頃　

狩
野
派

・�

宮
内
庁
書
陵
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

・��

『
古
典
研
究
会
叢
書　

竹
取
物
語
』（
汲
古
書
院　

一
九
七
四
年
一
一
月
）
＊
全
図
掲
載
（
本
文
元
来
な
し
）・
モ
ノ
ク
ロ
版

・��

樺
島
忠
夫
氏
『
本
物
の
絵
巻
を
現
代
語
で
読
む　

竹
取
物
語
絵
巻
』（
勉
誠
出
版　

二
○
○
三
年
一
月
）

⑥
く
も
ん
子
ど
も
研
究
所
本　

二
巻

・�

宮
腰
直
人
・
目
黒
将
史
氏
「
資
料
紹
介
―
立
教
大
学
蔵
『
竹
取
物
語
』
貼
交
屏
風
」（『
立
教
大
学
大
学
院
日
本
文
学
論
叢
』
第

六
号　

二
○
○
六
年
八
月
）
注
８



日
　
本
　
文
　
学
　
論
　
究

三
四

⑦
九
曜
文
庫
本　

三
巻　

全
18
図
（
上
６
・
中
７
・
下
５
図
）
土
佐
派　

寛
文
延
宝
頃

・�
『
九
曜
文
庫
蔵
奈
良
絵
本
・
絵
巻
集
成　

竹
取
物
語
絵
巻
』（
勉
誠
出
版　

二
○
○
七
年
七
月
）
＊
全
図
掲
載
・
カ
ラ
ー
版
、
本

文
影
印
、
翻
刻

⑧
ク
リ
ス
テ
ィ
ー
ズ
本

・�

渡
辺
雅
子
氏
「
Ｃ
Ｂ
Ｌ
本
『
竹
取
物
語
絵
巻
』
二
巻
」（『
チ
ェ
ス
タ
ー
・
ビ
ー
テ
ィ
ー
・
ラ
イ
ブ
ラ
リ
イ
所
蔵　

竹
取
物
語
絵

巻
』（
勉
誠
出
版　

二
○
○
八
年
七
月
））
＊
「
か
ぐ
や
姫
の
昇
天
」
図
・
場
面
不
明
図
（
146
頁
）・
モ
ノ
ク
ロ
版

⑨
国
学
院
大
学
武
田
祐
吉
旧
蔵
本　

三
巻　

全
18
図
（
上
６
・
中
７
・
下
５
図
）　

寛
文
・
延
宝
頃

・�

国
学
院
大
学
図
書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

・��

「
国
学
院
大
学
図
書
館
蔵
『
竹
取
物
語
絵
巻
』
構
図
対
照
表
」（『
物
語
絵
巻
の
本
文
と
そ
の
享
受
に
関
す
る
総
合
的
研
究
』（
平

成
二
○
年
度
）（
二
○
○
九
年
三
月
）
＊
全
図
掲
載
・
モ
ノ
ク
ロ
版

・�

針
本
正
行
氏
「
竹
取
物
語
絵
巻
の
本
文
」（『
国
学
院
大
学
大
学
院
紀
要
文
学
研
究
科
』
第
三
十
八
輯　

二
○
○
七
年
三
月
）

　

＊
本
文
翻
刻

⑩
国
学
院
大
学
ハ
イ
ド
旧
蔵
本　

三
巻　

全
18
図
（
上
６
・
中
７
・
下
５
図
）　

寛
文
・
延
宝
頃

・��

「
国
学
院
大
学
図
書
館
蔵
『
竹
取
物
語
絵
巻
』
構
図
対
照
表
」（『
物
語
絵
巻
の
本
文
と
そ
の
享
受
に
関
す
る
総
合
的
研
究
』（
平

成
二
○
年
度
）
二
○
○
九
年
三
月
）
＊
全
図
掲
載
・
モ
ノ
ク
ロ
版

・��

三
橋
健
氏
『
か
ぐ
や
姫
の
罪
』（
新
人
物
文
庫　

中
経
出
版　

二
○
一
三
年
八
月
）
＊
全
図
掲
載
・
カ
ラ
ー
版

・��

針
本
正
行
・
岩
原
真
代
・
太
田
敦
子
氏
「
國
學
院
大
學
図
書
館
蔵
『
竹
取
物
語
絵
巻
』（
ハ
イ
ド
旧
蔵
）
書
誌
・
解
題
・
翻
刻
」

『
物
語
絵
巻
の
本
文
と
そ
の
享
受
に
関
す
る
総
合
的
研
究
』（
平
成
一
九
年
度
）（
二
〇
〇
八
年
三
月
）
＊
本
文
翻
刻



『
竹
取
物
語
』
奈
良
絵
本
・
絵
巻
の
図
絵
概
説

三
五

⑪
国
学
院
大
学
小
型
本　

三
巻　

全
16
図
（
上
６
・
中
５
・
下
５
図
）　

元
禄
頃

・��
「
国
学
院
大
学
図
書
館
蔵
『
竹
取
物
語
絵
巻
』
構
図
対
照
表
」（『
物
語
絵
巻
の
本
文
と
そ
の
享
受
に
関
す
る
総
合
的
研
究
』（
平

成
二
○
年
度
）
二
○
○
九
年
三
月
）
＊
全
図
掲
載
・
モ
ノ
ク
ロ
版

・��

針
本
正
行
・
岩
原
真
代
・
太
田
敦
子
・
星
合
麻
以
子
氏
「
國
學
院
大
學
図
書
館
蔵
『
竹
取
物
語
絵
巻
』（
小
型
本
）
書
誌
・
解
題
・

翻
刻
」（『
物
語
絵
巻
の
本
文
と
そ
の
享
受
に
関
す
る
総
合
的
研
究
』（
平
成
二
○
年
度
）（
二
○
○
九
年
三
月
）

　

＊
本
文
翻
刻

⑫
国
会
図
書
館
本　

三
巻　

全
18
図
（
各
巻
６
図
）

・�

国
会
図
書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

・��

樺
島
忠
夫
氏
『
本
物
の
絵
巻
を
現
代
語
で
読
む　

竹
取
物
語
絵
巻
』（
勉
誠
出
版　

二
○
○
三
年
一
月
）

・�

田
近
洵
一
氏
監
修
『
絵
で
読
む
日
本
の
古
典　

竹
取
物
語
』（
ポ
プ
ラ
社　

二
○
一
二
年
三
月
）

⑬
真
田
宝
物
館
本　

三
巻　

全
21
図
（
各
巻
７
図
）

⑭
諏
訪
市
博
物
館
本　

三
巻　

江
戸
中
期
写　

全
15
図
（
各
巻
５
図
）

・�

『
竹
取
物
語
絵
巻
』（
諏
訪
市
博
物
館　

二
○
○
三
年
一
月
、
一
四
年
三
月
改
版
）
＊
全
図
掲
載
・
カ
ラ
ー
版
、
本
文
翻
刻

・��

拙
稿
「『
竹
取
物
語
』
絵
の
配
列
と
多
義
性
―
逸
翁
美
術
館
本
と
諏
訪
市
博
物
館
本
の
比
較
を
通
し
て
」（『
花
園
大
学
日
本
文

学
論
究
』
第
四
号　

二
○
一
一
年
一
二
月
）

・�

拙
稿
「
同
一
下
絵
に
よ
る
『
竹
取
物
語
絵
巻
』
図
絵
の
検
討
―
逸
翁
美
術
館
本
・
諏
訪
市
博
物
館
本
・
聖
徳
大
学
川
並
弘
昭
記

念
図
書
館
本
・
立
教
大
学
小
嶋
菜
温
子
氏
旧
蔵
本
・
鉄
心
斎
文
庫
本
」（『
花
園
大
学
日
本
文
学
論
究
』
第
十
一
号　

二
○
一
八

年
一
二
月
））



日
　
本
　
文
　
学
　
論
　
究

三
六

・�

拙
稿
「
同
一
下
絵
に
よ
る
『
竹
取
物
語
絵
巻
』
四
伝
本
本
文
の
検
討
―
逸
翁
美
術
館
本
・
諏
訪
市
博
物
館
本
・
聖
徳
大
学
川
並

弘
昭
記
念
図
書
館
本
・
立
教
大
学
小
嶋
菜
温
子
氏
旧
蔵
本
」（『
花
園
大
学
日
本
文
学
論
究
』
第
十
二
号　

二
○
一
九
年
一
二
月
）

⑮
聖
徳
大
学
本　

三
巻　

全
17
図
（
上
５
・
中
７
・
下
５
図
）

・�

特
別
展
覧
会
「「
近
世
の
絵
巻
」
展
」（
二
○
○
九
年
四
月
）
パ
ン
フ
レ
ッ
ト　

＊
「
月
の
都
の
人
々
の
到
来
図
」
掲
載

・��

辻
英
子
氏
「
オ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
ボ
ド
リ
ア
ン
図
書
館
本
お
よ
び
聖
徳
大
学
所
蔵
日
本
絵
巻
の
比
較
研
究
を
中
心
に
」

　

二
〇
一
〇
年
度
「
研
究
実
績
報
告
書
」（
科
研
費
）

・��

拙
稿
「
同
一
下
絵
に
よ
る
『
竹
取
物
語
絵
巻
』
図
絵
の
検
討
―
逸
翁
美
術
館
本
・
諏
訪
市
博
物
館
本
・
聖
徳
大
学
川
並
弘
昭
記

念
図
書
館
本
・
立
教
大
学
小
嶋
菜
温
子
氏
旧
蔵
本
・
鉄
心
斎
文
庫
本
」（『
花
園
大
学
日
本
文
学
論
究
』
第
十
一
号　

二
○
一
八

年
一
二
月
）

・��

拙
稿
「
同
一
下
絵
に
よ
る
『
竹
取
物
語
絵
巻
』
四
伝
本
本
文
の
検
討
―
逸
翁
美
術
館
本
・
諏
訪
市
博
物
館
本
・
聖
徳
大
学
川
並

弘
昭
記
念
図
書
館
本
・
立
教
大
学
小
嶋
菜
温
子
氏
旧
蔵
本
」（『
花
園
大
学
日
本
文
学
論
究
』
第
十
二
号　

二
○
一
九
年
一
二
月
）

⑯
泉
屋
博
古
館
本　

三
巻　

全
18
図
（
各
巻
６
図
）

・�

『
泉
屋
博
古　

日
本
絵
画
』（
泉
屋
博
古
館　

二
○
一
〇
年
一
一
月
）
＊
全
図
掲
載
、
本
文
影
印　

モ
ノ
ク
ロ
版

⑰
反
町
茂
雄
氏
旧
蔵
本　

三
巻　

17
図
（
上
６
・
中
６
・
下
５
図
）　

元
禄
頃　

住
吉
派
風

・��

中
田
剛
直
氏
『
竹
取
物
語
の
研
究　

校
異
篇
解
説
篇
』（
塙
書
房　

一
九
六
五
年
六
月
）
二
五
五
頁

⑱
チ
ェ
ス
タ
ー
・�

ビ
ー
テ
ィ
ー
・�

ラ
イ
ブ
ラ
リ
イ
Ｊ 

１
１
２
５
本　

二
巻　

全
10
図
（
上
７
・�

下
３
図
）　

元
和
寛
永
頃

・�

『
チ
ェ
ス
タ
ー
・
ビ
ー
テ
ィ
ー
・
ラ
イ
ブ
ラ
リ
イ
所
蔵　

竹
取
物
語
絵
巻
』（
勉
誠
出
版　

二
○
○
八
年
七
月
）

　

＊
全
図
掲
載
・
カ
ラ
ー
版
、
本
文
翻
刻



『
竹
取
物
語
』
奈
良
絵
本
・
絵
巻
の
図
絵
概
説

三
七

・�

渡
辺
雅
子
氏
「
Ｃ
Ｂ
Ｌ
本
『
竹
取
物
語
絵
巻
』
二
巻
」（『
チ
ェ
ス
タ
ー
・
ビ
ー
テ
ィ
ー
・
ラ
イ
ブ
ラ
リ
イ
所
蔵　

竹
取
物
語
絵

巻
』（
勉
誠
出
版　

二
○
○
八
年
七
月
））

・�
『
チ
ェ
ス
タ
ー
・
ビ
ー
テ
ィ
ー
・
ラ
イ
ブ
ラ
リ
イ
絵
巻
絵
本
解
題
目
録　

解
題
篇
』（
勉
誠
出
版　

二
○
○
二
年
三
月
）

⑲
チ
ェ
ス
タ
ー
・
ビ
ー
テ
ィ
ー
・
ラ
イ
ブ
ラ
リ
イ
Ｊ 

１
１
８
８
本　

三
巻　

全
18
図
（
上
６
・
中
７
・
下
５
図
）　

近
世
前
期
写

・�

反
町
茂
雄
氏『
チ
ェ
ス
タ
ー　

ビ
ー
テ
ィ
ー　

ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
蔵　

日
本
絵
入
本
及
絵
本
目
録
』（
弘
文
荘　

一
九
七
九
年
八
月
）

　

＊
第
１
図
「
か
ぐ
や
姫
の
養
育
」
掲
載

・�

『
チ
ェ
ス
タ
ー
・
ビ
ー
テ
ィ
ー
・
ラ
イ
ブ
ラ
リ
イ　

絵
巻
絵
本
解
題
目
録　

図
録
編
』（
勉
誠
出
版　

二
○
○
二
年
三
月
）

　

＊
第
14
図
「
帝
か
ぐ
や
姫
と
対
面
」・
第
18
図
「
勅
使
帝
に
不
死
薬
と
手
紙
を
献
上
」
掲
載

・�

『
チ
ェ
ス
タ
ー
・
ビ
ー
テ
ィ
ー
・
ラ
イ
ブ
ラ
リ
イ　

絵
巻
絵
本
解
題
目
録　

解
題
篇
』（
勉
誠
出
版　

二
○
○
二
年
三
月
）

・�

針
本
正
行
・
太
田
敦
子
・
春
日
美
穂
氏
「
チ
ェ
ス
タ
ー
・
ビ
ー
テ
ィ
ー
・
ラ
イ
ブ
ラ
リ
イ
（
Ｃ
Ｂ
Ｌ
）
蔵
『
竹
取
物
語
絵
巻
』
書
誌
・

解
題
・
翻
刻
」（『
物
語
絵
巻
の
本
文
と
そ
の
享
受
に
関
す
る
総
合
的
研
究
』（
平
成
二
一
年
度
）（
二
○
一
〇
年
三
月
）

　

＊
本
文
翻
刻

⑳
チ
ェ
ス
タ
ー
・
ビ
ー
テ
ィ
ー
・
ラ
イ
ブ
ラ
リ
イ
Ｊ 

１
１
６
３
本　

三
巻　

全
３
図
（
各
巻
１
図
）
近
世
後
期
写　

住
吉
派
板
谷
広
長
画

・�

『
日
本
の
物
語
絵　

ア
イ
ル
ラ
ン
ド
・
チ
ェ
ス
タ
ー
・
ビ
ー
テ
ィ
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
』（
サ
ン
ト
リ
ー
美
術
館　

一
九
八
八
年
一

○
月
）
＊
第
２
図
「
庫
持
皇
子
蓬
莱
の
玉
の
枝
を
提
出
」、
第
３
図
「
麻
呂
足
の
転
落
」
掲
載

・�

『
チ
ェ
ス
タ
ー
・
ビ
ー
テ
ィ
ー
・
ラ
イ
ブ
ラ
リ
イ
絵
巻
絵
本
解
題
目
録　

図
録
篇
』（
勉
誠
出
版　

二
○
○
二
年
三
月
）

　

＊
第
１
図
「
貴
公
子
の
求
婚
」、
第
３
図
「
麻
呂
足
の
転
落
」
掲
載

・�

『
チ
ェ
ス
タ
ー
・
ビ
ー
テ
ィ
ー
・
ラ
イ
ブ
ラ
リ
イ　

絵
巻
絵
本
解
題
目
録　

解
題
篇
』（
勉
誠
出
版　

二
○
○
二
年
三
月
）



日
　
本
　
文
　
学
　
論
　
究

三
八

㉑
鉄
心
斎
文
庫
本

・�
田
辺
聖
子
氏
『
現
代
語
訳
日
本
の
古
典
４　

竹
取
物
語
・
伊
勢
物
語
』（
学
習
研
究
社　

一
九
八
○
年
一
一
月
）

　

＊
８
図
（
部
分
図
を
含
む
）
掲
載　

＊
二
○
一
六
年
現
在
、
所
在
不
明

・�

拙
稿
「
同
一
下
絵
に
よ
る
『
竹
取
物
語
絵
巻
』
図
絵
の
検
討
―
逸
翁
美
術
館
本
・
諏
訪
市
博
物
館
本
・
聖
徳
大
学
川
並
弘
昭
記

念
図
書
館
本
・
立
教
大
学
小
嶋
菜
温
子
氏
旧
蔵
本
・
鉄
心
斎
文
庫
本
」（『
花
園
大
学
日
本
文
学
論
究
』
第
十
一
号　

二
○
一
八

年
一
二
月
）

㉒
東
京
大
学
本　

三
巻　

全
18
図
（
各
巻
６
図
）

・�

上
原
作
和
・
安
藤
徹
・
外
山
敦
子
氏
『
か
ぐ
や
姫
と
絵
巻
の
世
界
』（
武
蔵
野
書
院　

二
○
一
二
年
一
○
月
）
＊
全
図
掲
載
（
第

７
図
は
部
分
図
）・
カ
ラ
ー
版
、
本
文
翻
刻

・�

国
文
学
研
究
資
料
館
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム

　

＊�

石
川
透
氏
『
奈
良
絵
本
・
絵
巻
の
生
成
』（
三
弥
井
書
店　

二
○
○
三
年
八
月
）
は
、
琦
山
老
候
が
慶
安
二
年
に
住
吉
如
慶
・

具
慶
父
子
に
「
図
絵
」
を
、
慶
安
三
年
十
二
月
に
曼
殊
院
宮
に
「
詞
書
」
を
書
か
せ
た
と
い
う
奥
書
は
、
偽
跋
で
あ
る
と
指

摘
す
る
（
229
頁
）。

�

㉓
徳
川
宗
敬
氏
本

・�

徳
田
進
氏
「
竹
取
物
語
絵
巻
の
系
譜
的
研
究
補
遺
」（『
群
馬
女
子
短
期
大
学
紀
要
』
第
九
号　

一
九
八
二
年
一
月
）

㉔
日
本
大
学
文
理
学
部
本　

一
巻　

全
３
図
（
本
文
な
し
）　

＊
寛
政
十
二
年
三
月
、
井
奚
得
写

・�

平�

成
二
九
（
二
○
一
七
）
年
度
「
王
朝
の
物
語
展
」
冊
子　

＊
「
貴
公
子
の
求
婚
図
」「
蓬
莱
の
玉
の
枝
提
出
図
」「
麻
呂
足
の

転
落
図
」　

掲
載
・
カ
ラ
ー
版



『
竹
取
物
語
』
奈
良
絵
本
・
絵
巻
の
図
絵
概
説

三
九

　

＊
チ
ェ
ス
タ
ー
・
ビ
ー
テ
ィ
ー
・
ラ
イ
ブ
ラ
リ
イJ 1163

本
（
全
３
図
、
住
吉
派
板
谷
広
長
画
）
の
転
写
本

㉕
福
岡
市
美
術
館
本　

二
巻　

全
18
図
（
上
８
、
下
10
図
／
元
来
は
上
６
、
中
７
、
下
５
図
）（
黒
田
資
料
）

　

＊�
元
来
の
三
巻
本
を
改
装
。
現
存
上
巻
は
、
第
１
～
33
紙
が
元
来
の
上
巻
、
34
～
48
紙
が
元
来
の
下
巻
の
前
半
。
現
存
下
巻
は
、

第
１
～
16
紙
が
元
来
の
下
巻
の
後
半
、
17
～
48
紙
が
元
来
の
中
巻
。

　

＊�

現
存
下
巻
の
第
12
～
14
紙
は
、
13
・
14
・
12
紙
の
乱
丁
、
第
19
～
21
紙
は
、
21
・
20
・
19
紙
の
乱
丁
、
第
46
～
48
紙
は
、

48
・
47
・
46
紙
の
乱
丁
。

㉖
穂
久
邇
文
庫
本　

三
巻

・�

宮
腰
直
人
・
目
黒
将
史
氏
「
資
料
紹
介
―
立
教
大
学
蔵
『
竹
取
物
語
』
貼
交
屏
風
」（『
立
教
大
学
大
学
院
日
本
文
学
論
叢
』
第

六
号　

二
○
○
六
年
八
月
）
注
８

㉗
吉
田
幸
一
氏
本　

二
巻

・�

宮
腰
直
人
・
目
黒
将
史
氏
「
資
料
紹
介
―
立
教
大
学
蔵
『
竹
取
物
語
』
貼
交
屏
風
」（『
立
教
大
学
大
学
院
日
本
文
学
論
叢
』
第

六
号　

二
○
○
六
年
八
月
）
注
８

㉘
吉
田
幸
一
氏
本　

三
巻　

18
図
（
上
７
、
中
５
、
下
６
図
）

・�

『
図
説
日
本
の
古
典
５　

竹
取
物
語
・
伊
勢
物
語
』（
集
英
社　

一
九
七
八
年
七
月
）
＊
17
図
掲
載

・�

徳
田
進
氏
『
竹
取
物
語
絵
巻
の
系
譜
的
研
究
』（
桜
楓
社　

一
九
七
八
年
一
二
月
）
＊
「
中
臣
房
子
翁
邸
訪
問
図
」（
図
５
）

㉙
立
教
大
学
本　

三
巻　

全
18
図
（
各
巻
６
図
）

・�

立
教
大
学
図
書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

・�

宮
腰
直
人
・
目
黒
将
史
・
青
木
慎
一
氏
「
立
教
大
学
蔵
『
竹
取
物
語
絵
巻
』
解
題
と
翻
刻
」（『
立
教
大
学
大
学
院
日
本
文
学
論



日
　
本
　
文
　
学
　
論
　
究

四
〇

叢
』
第
七
号　

二
○
○
七
年
八
月
）
＊
全
図
掲
載
、
本
文
翻
刻

・�
山
本
千
尋
氏
「
立
教
大
学
蔵
《
竹
取
物
語
絵
巻
》
研
究
―
描
か
れ
な
い
月
と
、
か
ぐ
や
姫
の
役
割
に
注
目
し
て
」（『
文
化
学
研

究
』
第
二
十
六
号　

二
〇
一
七
年
六
月
）

㉚
立
教
大
学
小
嶋
菜
温
子
氏
旧
蔵
本　

三
巻　

全
15
図
（
各
巻
５
図
）

・�

立
教
大
学
図
書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

・�

小
嶋
菜
温
子
氏
「「
竹
取
物
語
絵
」
に
み
る
異
界
と
現
世
―
Ｃ
Ｂ
Ｌ
本
・
立
教
本
、「
不
死
薬
の
献
上
」
図
を
め
ぐ
っ
て
」（
高

橋
亨
氏
編
『
王
朝
文
学
と
物
語
絵
』　

竹
林
舎　

二
○
一
○
年
五
月
）
＊
「
月
の
都
の
人
々
到
来
図
」
掲
載

・�

拙
稿
「
同
一
下
絵
に
よ
る
『
竹
取
物
語
絵
巻
』
図
絵
の
検
討
―
逸
翁
美
術
館
本
・
諏
訪
市
博
物
館
本
・
聖
徳
大
学
川
並
弘
昭
記

念
図
書
館
本
・
立
教
大
学
小
嶋
菜
温
子
氏
旧
蔵
本
・
鉄
心
斎
文
庫
本
」（『
花
園
大
学
日
本
文
学
論
究
』
第
十
一
号　

二
○
一
八

年
一
二
月
）

・�

拙
稿
「
同
一
下
絵
に
よ
る
『
竹
取
物
語
絵
巻
』
四
伝
本
本
文
の
検
討
―
逸
翁
美
術
館
本
・
諏
訪
市
博
物
館
本
・
聖
徳
大
学
川
並

弘
昭
記
念
図
書
館
本
・
立
教
大
学
小
嶋
菜
温
子
氏
旧
蔵
本
」（『
花
園
大
学
日
本
文
学
論
究
』
第
十
二
号　

二
○
一
九
年
一
二
月
）

㉛�

早
稲
田
大
学
本
間
文
庫
本　

一
巻　

全
３
図
（
本
文
な
し
）
＊
文
化
十
四
年
七
月
、
本
間
與
一
が
井
奚
得
本
（
㉔
日
本
大
学
文
理
学

部
本
、
寛
政
十
二
年
書
写
）
を
転
写

・�

早
稲
田
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

A
cadem

ics

・
古
典
籍
総
合
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

・�

徳�

田
進
氏
『
竹
取
物
語
絵
巻
の
系
譜
的
研
究
』（
桜
楓
社　

一
九
七
八
年
一
二
月
）
＊
第
１
図
「
貴
公
子
の
求
婚
」（
口
絵
・
図

版
53
）
第
３
図
「
麻
呂
足
の
転
落
」（
図
版
51
）
掲
載

　

�

＊
磯
部
祥
子
氏
は
『
チ
ェ
ス
タ
ー
・
ビ
ー
テ
ィ
ー
・
ラ
イ
ブ
ラ
リ
イ　

絵
巻
絵
本
解
題
目
録
』（
勉
誠
出
版　

二
○
○
二
年
三
月
）



『
竹
取
物
語
』
奈
良
絵
本
・
絵
巻
の
図
絵
概
説

四
一

で
、「
Ｃ
Ｂ
Ｌ 

Ｊ 1163

本
」
の
「
模
本
」（
32
頁
）
で
あ
る
と
指
摘
す
る
。

㉜
個
人
蔵
絵
巻
本　

三
巻

・�
酒
井
好
古
堂
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
二
〇
一
五
奈
良
（
絵
巻
・
絵
本
）
た
け
と
り
（
竹
取
の
翁
）
か
ぐ
や
姫　

酒
井
雁
高
」

　

＊
「
姫
の
養
育
図
」「
か
ぐ
や
姫
の
昇
天
図
」（
部
分
図
）
掲
載

【
奈
良
絵
本
】

①
臼
杵
市
立
図
書
館
本　

三
冊　

全
15
図
（
各
冊
５
図
）

・�

国
文
学
研
究
資
料
館
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム

　

＊�

上
巻
第
３
図
に
連
続
し
て
、
構
図
の
角
度
が
異
な
る
「
仏
の
石
の
鉢
提
出
」
図
が
配
さ
れ
て
い
る
の
は
、
剥
離
し
た
中
巻
第

９
図
を
撮
影
時
に
並
置
し
た
も
の
。
こ
の
結
果
、
本
文
の
一
部
が
脱
落
し
て
い
る
。

　

＊�

下
巻
第
５
図
は
、
第
４
図
「
か
ぐ
や
姫
の
昇
天
」
と
見
開
き
図
に
な
っ
て
い
る
が
、
下
巻
第
２
図
「
帝
か
ぐ
や
姫
を
実
見
」

の
右
半
分
の
図
絵
（
従
者
と
牛
車
が
門
外
に
描
か
れ
る
）
で
あ
る
。
当
該
貼
付
面
が
見
開
き
の
２
面
確
保
さ
れ
て
お
ら
ず
、

左
面
の
み
で
あ
っ
た
た
め
、
帝
と
か
ぐ
や
姫
が
描
か
れ
て
い
る
左
半
分
の
図
絵
を
貼
付
し
、
残
っ
た
右
半
分
の
図
絵
を
、
見

開
き
２
面
が
白
紙
と
な
っ
て
い
た
こ
こ（
本
来「
昇
天
」図
は
見
開
き
図
の
予
定
で
あ
っ
た
）に
貼
付
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

②
円
福
寺
本　

一
冊　

全
15
図
（
各
冊
５
図
）
＊
真
言
宗
飯
沼
山
・
千
葉
県
銚
子
市

③
大
阪
大
学
本　

一
冊
（
中
巻
）　

６
図　

＊
二
○
一
二
年
一
月
現
在
、
所
在
不
明

・�

中
田
剛
直
氏
『
竹
取
物
語
の
研
究　

校
異
篇
解
説
篇
』（
塙
書
房　

一
九
六
五
年
六
月
）
255
頁

④
大
島
雅
太
郎
氏
旧
蔵
本　

一
冊　

全
15
図　

＊
淡
彩



日
　
本
　
文
　
学
　
論
　
究

四
二

・�

中
田
剛
直
氏
『
竹
取
物
語
の
研
究　

校
異
篇
解
説
篇
』（
塙
書
房　

一
九
六
五
年
六
月
）
253
頁

⑤
オ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
ボ
ド
リ
ア
ン
図
書
館
本
（
横
型
大
本
）　

三
冊　

全
19
図
（
上
７
・
中
６
・
下
６
図
）

・�
「
オ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
ボ
ド
リ
ア
ン
図
書
館
附
属
日
本
研
究
図
書
館
所
蔵
の
奈
良
絵
本
・
絵
巻
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」（
奈
良
絵
本
・

絵
巻
国
際
会
議
ダ
ブ
リ
ン
大
会　

二
○
○
八
年
三
月
）

⑥
北
島
氏
本
（
新
井
信
之
氏
蔵
）　

三
冊　

全
15
図
（
各
帖
５
図
）

・�

中
田
剛
直
氏
『
竹
取
物
語
の
研
究　

校
異
篇
解
説
篇
』（
塙
書
房　

一
九
六
五
年
六
月
）
200
頁

⑦
九
州
大
学
支
子
文
庫
本　

二
冊　

全
13
図
（
上
７
・
下
６
図
）

・�

国
文
学
研
究
資
料
館
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム

　

＊
上
巻
本
文
９
コ
マ
目
の
見
開
き
一
丁
分
が
撮
影
漏
れ
。

⑧
工
藤
早
弓
氏
本(

井
田
等
氏
旧
蔵
本
）　

三
冊　

全
15
図
（
各
冊
５
図
）

・�

工
藤
早
弓
氏
『
奈
良
絵
本 

下
』（
紫
紅
社　

二
○
○
六
年
一
○
月
）
＊
全
図
掲
載
・
カ
ラ
ー
版
、
本
文
不
掲
載

⑨
公
文
教
育
研
究
会
本　

三
冊　

全
19
図
（
上
６
・
中
７
・
下
６
図
）

・�

公
文
教
育
研
究
会
「
子
ど
も
文
化
資
料
」
閲
覧
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

⑩
九
曜
文
庫
本　

二
冊　

全
12
図

・�

『�

琳
琅
満
目
』
第
一
四
〇
号
（
二
〇
一
五
年
二
月
）　

＊
「
五
人
の
求
婚
者
図
」「
房
守
御
主
人
邸
到
着
図
」「
か
ぐ
や
姫
の
昇
天

図
」
掲
載

⑪
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
中
央
図
書
館
本

・�

斉
藤
み
か
氏
『『
竹
取
物
語
』
か
ら
「
か
ぐ
や
姫
」
へ
―
物
語
の
誕
生
と
継
承
』（
東
京
堂
出
版　

二
〇
二
〇
年
一
一
月
月
）
399
頁



『
竹
取
物
語
』
奈
良
絵
本
・
絵
巻
の
図
絵
概
説

四
三

⑫
実
践
女
子
大
学
常
磐
松
文
庫
本
（
九
曜
文
庫
旧
蔵
本
・
月
明
荘
旧
蔵
本
）
三
冊　

全
14
図
（
上
５
・
中
５
・
下
４
図
）
延
宝
頃

・�
実
践
女
子
大
学　

学
術
機
関
リ
ポ
ジ
ト
リ
・
特
殊
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
・
和
書

・�
『
竹
取
物
語
』（
奈
良
絵
本
絵
巻
集
１　

早
稲
田
大
学
出
版
部　

一
九
八
七
年
一
二
月
）
＊
全
図
掲
載
・
モ
ノ
ク
ロ
版
、
本
文
影

印

⑬
思
文
閣
古
書
資
料
目
録
本　

二
冊
（
横
型
大
本
）
寛
永
頃　

全
19
図
（
上
11
・
下
８
図
）

・�

『
思
文
閣
古
書
資
料
目
録　

善
本
特
集
』
第
二
百
三
十
八
号
（
二
〇
一
四
年
七
月
）

　

＊�

「
貴
公
子
翁
邸
に
集
合
図
」「
石
作
皇
子
仏
の
御
石
の
鉢
提
出
図
」「
麻
呂
足
か
ぐ
や
姫
か
ら
の
手
紙
を
受
け
取
る
図
」「
帝　

か
ぐ
や
姫
を
実
見
図
」「
天
女
（
飛
天
）
か
ぐ
や
姫
か
ら
壺
と
手
紙
を
預
か
る
図
」
掲
載

⑭
勝
興
寺
本　

三
冊　

全
12
図
（
各
冊
４
図
５
面
）

・�

雲
龍
山
勝
興
寺
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・
文
化
財
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
・
宝
物

⑮
神
宮
文
庫
本　

三
冊　

全
19
図
（
上
７
・
中
７
・
下
５
図
）

・�

国
文
学
研
究
資
料
館
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム

　

＊
神
宮
司
庁
編
『
神
宮
文
庫
所
蔵
和
書
総
目
録
』（
戎
光
祥
出
版　

二
○
○
五
年
三
月
）
不
掲
載
（
非
閲
覧
書
籍
）

⑯
相
模
女
子
大
学
本　

三
冊
（
横
本
）
全
15
図
（
各
冊
５
図
）

・�

『
さ
が
み
』
第
八
十
二
号
（
相
模
女
子
大
学
附
属
図
書
館　

二
○
○
九
年
一
月
）
＊
「
御
行
海
に
漕
ぎ
出
す
図
」
掲
載

⑰
サ
ン
ト
リ
ー
美
術
館
本

・�

徳
田
進
氏
「
竹
取
物
語
絵
巻
の
系
譜
的
研
究
補
遺
」（『
群
馬
女
子
短
期
大
学
紀
要
』
第
九
号　

一
九
八
二
年
一
月
）

　

＊
「
か
ぐ
や
姫
の
昇
天
図
」
掲
載



日
　
本
　
文
　
学
　
論
　
究

四
四

⑱
ス
ペ
ン
サ
ー
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
本
（
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
パ
ブ
リ
ッ
ク
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
）　

三
冊
（
大
型
本
）
＊
元
禄
頃

・�
反
町
茂
雄
氏
『
ス
ペ
ン
サ
ー
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
蔵　

日
本
絵
入
本
及
絵
本
目
録
』（
弘
文
荘　

一
九
七
八
年
八
月
増
訂
再
版
）

⑲
ス
ペ
ン
サ
ー
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
本
（
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
パ
ブ
リ
ッ
ク
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
）　

三
冊
（
中
型
本
）
＊
元
禄
頃

・�

反
町
茂
雄
氏
『
ス
ペ
ン
サ
ー
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
蔵　

日
本
絵
入
本
及
絵
本
目
録
』（
弘
文
荘　

一
九
七
八
年
八
月
増
訂
再
版
）

・�

小
嶋
菜
温
子
氏
「
絵
巻
か
ら
読
む
『
竹
取
物
語
』」（『
チ
ェ
ス
タ
ー
・
ビ
ー
テ
ィ
ー
・
ラ
イ
ブ
ラ
リ
イ
所
蔵　

竹
取
物
語
絵
巻
』

（
勉
誠
出
版　

二
○
○
八
年
七
月
））
＊
「
帝
か
ぐ
や
姫
と
対
面
図
」
掲
載

⑳
成
蹊
大
学
図
書
館
本
（
宮
本
長
興
氏
旧
蔵
本
）　

全
18
図
（
上
６
・
中
７
・
下
５
図
）

・�

成
蹊
大
学
図
書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

・�

国
文
学
研
究
資
料
館
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム

㉑
曽
根
誠
一
本　

二
冊
（
下
冊
欠
、
横
型
大
本
）　

13
図
（
上
６
・
中
７
図
）

㉒
高
安
六
郎
氏
本　

一
冊
（
合
綴
本
、
下
巻
を
欠
く
）
＊
９
図

・�

中
田
剛
直
氏
『
竹
取
物
語
の
研
究　

校
異
篇
解
説
篇
』（
塙
書
房　

一
九
六
五
年
六
月
）
255
頁

㉓
中
京
大
学
本　

一
冊
（
合
綴
本
）　

全
18
図
（
上
６
・
中
７
・
下
５
図
）

・�

国
文
学
研
究
資
料
館
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム

㉔
チ
ェ
ス
タ
ー
・
ビ
ー
テ
ィ
ー
・
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
Ｊ 

１
０
０
１
本　

二
冊　

全
19
図
（
上
11
・
下
８
図
）
近
世
前
期
写
（
寛
文
延
宝
頃
か
）

・�

反
町
茂
雄
氏『
チ
ェ
ス
タ
ー　

ビ
ー
テ
ィ
ー　

ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
蔵　

日
本
絵
入
本
及
絵
本
目
録
』（
弘
文
荘　

一
九
七
九
年
八
月
）

＊
第
１
図
「
翁
か
ぐ
や
姫
を
連
れ
帰
る
」
掲
載

・�

『
チ
ェ
ス
タ
ー
・
ビ
ー
テ
ィ
ー
・
ラ
イ
ブ
ラ
リ
イ
絵
巻
絵
本
解
題
目
録　

図
録
篇
』（
勉
誠
出
版　

二
○
○
二
年
三
月
）



『
竹
取
物
語
』
奈
良
絵
本
・
絵
巻
の
図
絵
概
説

四
五

　

＊
第
15
図
「
帝
か
ぐ
や
姫
と
対
面
」・
第
18
図
「
か
ぐ
や
姫
の
昇
天
」
掲
載

・�
『
チ
ェ
ス
タ
ー
・
ビ
ー
テ
ィ
ー
・
ラ
イ
ブ
ラ
リ
イ
絵
巻
絵
本
解
題
目
録　

解
題
篇
』（
勉
誠
出
版　

二
○
○
二
年
三
月
）

㉕
天
理
大
学
附
属
天
理
図
書
館
本　

三
冊　

＊
平
成
二
四
年
三
月
現
在
、
保
護
の
た
め
閲
覧
停
止

㉖
東
海
大
学
本
（
鉄
心
斎
文
庫
旧
蔵
、
九
曜
文
庫
旧
蔵
本
）　

二
冊　

全
12
図
（
各
冊
６
図
）
＊
元
禄
五
年
絵
入
版
本
の
転
写
本

・�

『
竹
取
物
語
』（
奈
良
絵
本
絵
巻
集
１　

早
稲
田
大
学
出
版
部　

一
九
八
七
年
一
二
月
）
＊
全
図
掲
載
・
本
文
影
印

㉗
東
北
大
学
狩
野
文
庫
本　

三
冊　

全
15
図
（
各
冊
５
図
）

・�

東
北
大
学
狩
野
文
庫
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
（
下
巻
第
11
丁
表
の
後
に
見
開
き
１
丁
分
の
脱
落
あ
り
、
下
冊
第
３
図
脱
落
）

　

＊
中
巻
に
錯
簡
が
あ
り
、
絵
の
順
序
は
第
７
図
・
第
６
図
・
第
９
図
・
第
10
図
・
第
８
図
が
原
態

・�

拙
稿
「
東
北
大
学
附
属
図
書
館
蔵
狩
野
文
庫
本
の
奈
良
絵
本
『
竹
と
り
』
に
つ
い
て
―
中
巻
の
錯
誤
等
と
図
絵
の
解
読
」（『
花

園
大
学
日
本
文
学
論
究
』
第
九
号　

二
○
一
六
年
一
二
月
）

㉘
戸
川
浜
男
氏
旧
蔵
本　

三
冊　

全
15
図
（
各
冊
５
図
）

・�

中
田
剛
直
氏
『
竹
取
物
語
の
研
究　

校
異
篇
解
説
篇
』（
塙
書
房　

一
九
六
五
年
六
月
）
254
頁

㉙
名
古
屋
大
学
森
本
文
庫
本　

一
冊　

全
15
図
（
各
冊
５
図
） 
江
戸
後
期
写
（
奈
良
絵
本
の
転
写
本
、
淡
彩
）

・�

二
〇
〇
八
年
名
古
屋
大
学
附
属
図
書
館
源
氏
物
語
千
年
紀
記
念
事
業
「
源
氏
物
語
の
書
物
と
絵
画
」
展
示
解
説　

６
頁

　

＊
「
月
の
都
の
人
々
到
来
図
」
掲
載

㉚
花
園
大
学
本　

三
冊　

全
14
図
（
上
５
・
中
５
・
下
４
図
）　

寛
文
・
延
宝
頃

・�

花
園
大
学
図
書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

㉛
藤
井
隆
氏
本　

一
冊
（
上
・
下
冊
合
綴
、
中
巻
欠
、
横
長
本
）
享
保
頃　

全
10
図
（
上
下
各
５
図
、
中
巻
欠
）



日
　
本
　
文
　
学
　
論
　
究

四
六

・�

藤
井
隆
氏
「
奈
良
絵
本
の
種
種
相
―
架
蔵
本
を
通
し
て
」（
石
川
透
編
『
広
が
る
奈
良
絵
本
・
絵
巻
』
三
弥
井
書
店　

二
〇
〇
八
年
一
一
月
）
＊
下
巻
第
３
図
「
翁
と
兵
士
が
か
ぐ
や
姫
を
守
護
」、
第
４
図
「
月
の
都
か
ら
飛
ぶ
車
到
来
」
掲
載

㉜
フ
ェ
リ
ス
女
学
院
大
学
本　

三
冊　

全
24
図
（
上
11
・
中
７
・
下
６
図
）

・�

フ
ェ
リ
ス
女
学
院
大
学
図
書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

＊
全
24
図
掲
載
、
本
文
不
掲
載

・�

三
田
村
雅
子
・
新
生
優
希
氏
「
新
出
資
料
フ
ェ
リ
ス
女
学
院
大
学
本
「
竹
取
物
語
」
紹
介
」（『
フ
ェ
リ
ス
女
学
院
大
学
文
学
部

紀
要
』
第
四
十
一
号　

二
○
○
六
年
三
月
）
＊
全
図
掲
載　

モ
ノ
ク
ロ
版

　

＊
中
巻
12
丁
の
後
に
２
丁
分
の
本
文
欠
脱
あ
り
（
13
丁
表
の
白
紙
は
、
絵
の
欠
落
欤
）

㉝
ホ
ノ
ル
ル
美
術
館
本

・�

斉
藤
み
か
氏
『『
竹
取
物
語
』
か
ら
「
か
ぐ
や
姫
」
へ
―
物
語
の
誕
生
と
継
承
』（
東
京
堂
出
版　

二
〇
二
〇
年
一
一
月
月
）
400
頁

㉞
め
ぐ
ろ
歴
史
資
料
館
本　

三
冊　

全
17
図
（
上
６
・
中
５
・
下
６
図
）
＊
上
冊
第
４
図
切
取
欠
脱

・�

め
ぐ
ろ
歴
史
資
料
館
・
文
化
財
だ
よ
り
『
つ
ど
い
』
第
十
六
号
（
二
〇
二
一
年
三
月
）

　

＊
「
か
ぐ
や
姫
の
養
育
図
」、「
月
の
都
の
迎
え
到
来
図
」
掲
載
、
カ
ラ
ー
版

㉟
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
美
術
館
本　

三
冊　

全
21
図
（
各
冊
７
図
）

・�

メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
美
術
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

＊
20
図
掲
載
（
下
巻
第
１
図
不
掲
載
）

　

＊�

下
巻
第
１
図
は
、
渡
辺
雅
子
氏
「
Ｃ
Ｂ
Ｌ
本
『
竹
取
物
語
絵
巻
』
二
巻
」（『
チ
ェ
ス
タ
ー
・
ビ
ー
テ
ィ
ー
・
ラ
イ
ブ
ラ
リ
イ

所
蔵　

竹
取
物
語　

絵
巻
』（
勉
誠
出
版　

二
○
○
八
年
七
月
））
145
頁
に
掲
載

　

＊�

上･

中
巻
の
錯
簡
は
、
上
巻
第
14
丁
の
後
に
、
中
巻
第
２
～
７
丁
が
混
入
し
、
中
巻
第
10
丁
の
後
に
、
上
巻
第
20
～
23
が
混

入
し
て
生
じ
た
。
そ
の
た
め
、
上
・
中
巻
の
図
絵
の
順
序
に
混
乱
が
あ
る
。



『
竹
取
物
語
』
奈
良
絵
本
・
絵
巻
の
図
絵
概
説

四
七

・�

渡
辺
雅
子
氏
「『
竹
取
物
語
』
絵
本
―
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
美
術
館
本
を
中
心
に
し
て
」（『
中
古
文
学
』
第
八
十
六
号　

二
○
一

○�
年
一
二
月
）
＊
全
図
掲
載
（
図
絵
の
錯
簡
を
、「
上
１
～
４
・
中
２
～
３
・
上
８
図
／
上
５
～
７
・
中
１
・
中
４
～
６
図
」

と
補
正
す
る
）

・�

小
嶋
菜
温
子
氏
「
絵
巻
か
ら
読
む
『
竹
取
物
語
』」（『
チ
ェ
ス
タ
ー
・
ビ
ー
テ
ィ
ー
・
ラ
イ
ブ
ラ
リ
イ
所
蔵　

竹
取
物
語
絵
巻
』

（
勉
誠
出
版　

二
○
○
八
年
七
月
））
＊
「
帝
か
ぐ
や
姫
と
対
面
図
」
掲
載

㊱
立
教
大
学
小
嶋
菜
温
子
氏
旧
蔵
甲
本　

三
冊　

全
15
図
（
各
冊
５
図
）

・�

立
教
大
学
図
書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

・�

小
嶋
菜
温
子
氏
「「
竹
取
物
語
絵
」
に
み
る
異
界
と
現
世
―
Ｃ
Ｂ
Ｌ
本
・
立
教
本
、「
不
死
薬
の
献
上
」
図
を
め
ぐ
っ
て
」（
高

橋�

亨
氏
編
『
王
朝
文
学
と
物
語
絵
』
竹
林
舎　

二
○
一
○
年
五
月
）
＊
「
か
ぐ
や
姫
の
昇
天
図
」、「
富
士
山
と
雲
に
乗
る
天
女

図
」
掲
載

㊲
立
教
大
学
小
嶋
菜
温
子
氏
旧
蔵
乙
本　

二
冊
（
中
巻
欠
）
７
図
（
上
３
・
下
４
図
存
）
＊
上
２
・
下
１
図
剝
離

・�

立
教
大
学
図
書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

・�

小
嶋
菜
温
子
氏
「「
竹
取
物
語
絵
」
に
み
る
異
界
と
現
世
―
Ｃ
Ｂ
Ｌ
本
・
立
教
本
、「
不
死
薬
の
献
上
」
図
を
め
ぐ
っ
て
」（
高

橋
亨
氏
編
『
王
朝
文
学
と
物
語
絵
』
竹
林
舎　

二
○
一
○
年
五
月
）
＊
「
か
ぐ
や
姫
の
昇
天
」
掲
載

㊳
立
教
大
学
小
嶋
菜
温
子
氏
旧
蔵
丙
本　

二
冊　

全
11
図
（
上
５
・
下
６
図
）

・�

立
教
大
学
図
書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

・�

小
嶋
菜
温
子
氏
「「
竹
取
物
語
絵
」
に
み
る
異
界
と
現
世
―
Ｃ
Ｂ
Ｌ
本
・
立
教
本
、「
不
死
薬
の
献
上
」
図
を
め
ぐ
っ
て
」（
高

橋
亨
氏
編
『
王
朝
文
学
と
物
語
絵
』
竹
林
舎　

二
○
一
○
年
五
月
）
＊
「
月
の
都
の
人
々
到
来
図
」
掲
載



日
　
本
　
文
　
学
　
論
　
究

四
八

㊴
龍
谷
大
学
中
川
文
庫
本
（
甲
本
）　

二
冊
（
下
巻
欠
、
横
本
）　

全
11
図
（
上
６
・
中
５
図
）　

十
七
世
紀
後
半

・�
龍
谷
大
学
図
書
館
貴
重
資
料
画
像
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

・�
『
奈
良
絵
本 

上
』（
龍
谷
大
学
善
本
叢
書　

思
文
閣
出
版　

二
○
○
二
年
三
月
）
＊
全
図
掲
載
、
モ
ノ
ク
ロ
版　

本
文
影
印
・

翻
刻

・�

糸
井
通
浩
氏
『
か
ぐ
や
姫
と
菅
原
道
真
︱
私
の
「
竹
取
物
語
」
論
』（
和
泉
書
院　

二
〇
一
九
年
六
月
）

　

＊
全
図
掲
載
、
カ
ラ
ー
版

㊵
龍
谷
大
学
本　

三
冊　

全
12
図
（
各
冊
４
図
）　

土
佐
派　

寛
文
延
宝
頃

・�

龍
谷
大
学
図
書
館
貴
重
資
料
画
像
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

・�

『
奈
良
絵
本 

上
』（
龍
谷
大
学
善
本
叢
書　

思
文
閣
出
版　

二
○
○
二
年
三
月
）
＊
全
図
掲
載
、
モ
ノ
ク
ロ
版　

本
文
影
印
・

翻
刻

・�

糸
井
通
浩
氏
『
か
ぐ
や
姫
と
菅
原
道
真
︱
私
の
「
竹
取
物
語
」
論
』（
和
泉
書
院　

二
〇
一
九
年
六
月
）

　

＊
全
図
掲
載
、
カ
ラ
ー
版

【
絵
入
版
本
】

①
元
禄
五
年
版
本　

二
冊　

全
12
図
（
各
冊
６
図
）

　

＊
第
３
～
６
図
は
左
右
頁
の
錯
誤
で
、
４
・
３
・
６
・５
図
の
順
序

・�

国
文
学
研
究
資
料
館
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム

・�

針
本
正
行
・
岩
原
真
代
・
太
田
敦
子
・
星
合
麻
以
子
氏
「
国
学
院
大
学
図
書
館
蔵
『
竹
取
物
語
絵
巻
』（
三
本
）
構
図
対
照
」　
（『
物



『
竹
取
物
語
』
奈
良
絵
本
・
絵
巻
の
図
絵
概
説

四
九

語
絵
巻
の
本
文
と
そ
の
享
受
に
関
す
る
総
合
的
研
究
』（
平
成
二
○
年
度
）　

二
〇
〇
九
年
三
月
）
＊
全
図
掲
載

・�
大
井
田
晴
彦
氏
『
竹
取
物
語　

現
代
語
訳
対
照
・
索
引
付
』（
笠
間
書
院　

二
〇
一
二
年
一
一
月
）
＊
第
１
～
２
・
４
～
８
・
10

～
12
図
掲
載

・�

拙
稿
「
元
禄
五
年
絵
入
版
本
『
竹
取
物
語
』
第
一
図
「
か
ぐ
や
姫
の
養
育
」
を
読
む
」（『
花
園
大
学
文
学
部
研
究
紀
要
』
第

四
十
四
号　

二
〇
一
二
年
三
月
）

【
画
帖
】

①
チ
ェ
ス
タ
ー
・
ビ
ー
テ
ィ
ー
・
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
Ｊ 

１
１
９
３
本　

一
帖
（
絵
巻
を
改
装
）　

全
30
図
（
本
来
15
図
欤
）
江
戸
前
期
写

・�

『
チ
ェ
ス
タ
ー
・
ビ
ー
テ
ィ
ー
・
ラ
イ
ブ
ラ
リ
イ
絵
巻
絵
本
解
題
目
録　

図
録
篇
』（
勉
誠
出
版　

二
○
○
二
年
三
月
）

＊
第
29
・
30
図
「
宮
中
で
伺
候
す
る
貴
族
と
富
士
山
の
方
に
飛
び
去
る
天
人
達
」（
１
枚
の
絵
を
切
断
）
掲
載

・�

『
チ
ェ
ス
タ
ー
・
ビ
ー
テ
ィ
ー
・
ラ
イ
ブ
ラ
リ
イ
絵
巻
絵
本
解
題
目
録　

解
題
篇
』（
勉
誠
出
版　

二
○
○
二
年
三
月
）

②
小
学
館
本　

一
帖　

全
18
図

・�

徳
田
進
氏
『
竹
取
物
語
絵
巻
の
系
譜
的
研
究
』（
桜
楓
社　

一
九
七
八
年
一
二
月
）
＊
９
図
掲
載
（
口
絵
２
図
・
図
版
57
～

62
・
64
）

③
曽
根
誠
一
本　

一
折　

全
７
図　

江
戸
後
期
写

・�

『
物
語
画
』（
俊
蔭
巻
と
合
綴
、
絵
は
住
吉
内
記
、
詞
は
山
内
豊
城
）



日
　
本
　
文
　
学
　
論
　
究

五
〇

【
屏
風
】

①
慶
應
大
学
蔵
竹
取
物
語
屏
風　

全
20
図
（
右
隻
10
・
左
隻
10
図
）　

＊
絵
巻
の
絵
を
貼
付

・�
『
慶
應
義
塾
の
王
朝
物
語　

源
氏
物
語
を
中
心
と
し
て
』（
慶
應
義
塾
図
書
館　

二
○
一
四
年
一
○
月
）

　

＊
第
１
図
「
か
ぐ
や
姫
の
養
育
」、
第
19
図
「
か
ぐ
や
姫
の
昇
天
」
掲
載

・�

石
川
透
氏
「
絵
本
・
絵
巻
に
見
る
古
典
知
」（『
も
う
一
つ
の
古
典
知
』
ア
ジ
ア
遊
学
155　

勉
誠
出
版　

二
○
一
二
年
七
月
）

　

＊
第
７
図
「
庫
持
皇
子
の
出
家
」
掲
載

②
立
教
大
学
蔵
貼
交
屏
風　

10
図
（
欠
脱
あ
り
）
＊
奈
良
絵
本
の
絵
を
貼
付

・�

立
教
大
学
図
書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

・�

宮
腰
直
人
・
目
黒
将
史
氏
「
資
料
紹
介
―
立
教
大
学
蔵
『
竹
取
物
語
』
貼
交
屏
風
」（『
立
教
大
学
大
学
院
日
本
文
学
論
叢
』
第

六
号　

二
○
○
六
年
八
月
）
＊
全
図
掲
載
、
モ
ノ
ク
ロ
版

③
海
の
見
え
る
杜
美
術
館
蔵
奈
良
絵
貼
交
屏
風　

＊
奈
良
絵
本
の
絵
を
貼
付

・�

『
物
語
絵　

奈
良
絵
本
と
絵
巻
に
見
る
古
人
の
こ
こ
ろ
』（
海
の
見
え
る
杜
美
術
館
・
館
蔵
選
②　

二
○
○
六
年
七
月
）

　

＊
「
御
行
暴
風
に
遭
遇
」
掲
載

【
断
簡
】

①
石
川
透
氏
蔵　

奈
良
絵
本
13
図

・�

石
川
透
氏
『
奈
良
絵
本
・
絵
巻
の
た
の
し
み
―
お
と
ぎ
話
の
は
じ
ま
り　

展
示
解
説
』（
二
○
一
二
年
五
月
、
松
花
堂
美
術
館
）

・�

石�

川
透
氏
『
奈
良
絵
本
を
見
る
２　

展
示
解
説
』（
二
〇
一
九
年
一
〇
月
、八
木
書
店
古
書
部
）
＊
「
か
ぐ
や
姫
の
養
育
図
」、「
勅



『
竹
取
物
語
』
奈
良
絵
本
・
絵
巻
の
図
絵
概
説

五
一

使
房
子
翁
夫
婦
に
面
会
図
」
掲
載

②
石
川
透
氏
蔵　

奈
良
絵
本
15
図
（
長
大
図
３
図
）

・�
二
○
一
八
年
八
月
「
奈
良
絵
本
・
絵
巻
国
際
会
議
」
展
示

・�

「
奈
良
絵
本
を
見
る　

展
示
解
説
」（
二
○
一
九
年
一
月
、
八
木
書
店
古
書
部
）
＊
「
か
ぐ
や
姫
の
養
育
図
」「
か
ぐ
や
姫
月
を

見
て
物
思
い
す
る
図
」
掲
載

③
曽
根
誠
一
蔵　

絵
巻
２
図
（
２
軸
、
別
伝
本
）
＊
「
御
主
人
王
慶
と
対
面
図
」、「
翁
、
帝
派
遣
の
屋
根
上
兵
士
と
会
話
図
」

④
立
教
大
学
蔵　

絵
巻
１
図　

＊
「
勅
使
、
帝
に
報
告
図
」

【
図
絵
剝
離
伝
本
】

①
小
学
館
本　

三
巻

　

＊�

磯
部
祥
子
氏
は
『
チ
ェ
ス
タ
ー
・
ビ
ー
テ
ィ
ー
・
ラ
イ
ブ
ラ
リ
イ　

絵
巻
絵
本
解
題
目
録
』（
勉
誠
出
版　

二
○
○
二
年
三
月
）

で
、「
詞
書
の
み
、
挿
絵
は
な
く
、
絵
を
入
れ
る
べ
き
空
白
が
各
所
に
あ
る
」（
36
頁
）
と
記
す
。
絵
を
剥
離
し
て
全
18
図
の

【
画
帖
】「
②
小
学
館
本
」
に
仕
立
て
た
欤
。

②
大
阪
府
立
中
之
島
図
書
館
本　

三
冊　

全
11
図
分
空
白
（
上
４
・
中
３
・
下
４
面
）
＊
23
・
６
×
17
・
６
糎

③
曽
根
誠
一
本　

三
冊　

享
保
頃　

全
11
図
分
空
白
（
上
４
・
中
３
・
下
４
面
）
＊
23
・
４
×
16
・
７
糎

④
東
洋
文
庫
本
（
岩
崎
文
庫
）　

三
冊　

全
12
図
分
空
白
（
各
冊
４
面
）
＊
23
・
２
×
16
・
９
糎

・�

国
文
学
研
究
資
料
館
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム

⑤
花
園
大
学
本　

二
冊
（
上
巻
欠
、
横
型
大
本
）
９
図
分
空
白
（
中
５
・
下
４
面
）
＊
17
・
４
×
24
・
５
糎



日
　
本
　
文
　
学
　
論
　
究

五
二

・�

思
文
閣
古
書
資
料
目
録
『
和
の
史
』
第
二
六
一
号
掲
載
本

⑥
立
教
大
学
小
嶋
菜
温
子
氏
旧
蔵
丁
本　

三
冊　

絵
を
欠
脱　

⑦
龍
谷
大
学
中
川
文
庫
本
（
乙
本
）　

三
帖　

全
15
図
分
空
白
（
各
冊
５
面
）
＊
17
・
１
×
12
・
〇
糎

（
そ
ね
・
せ
い
い
ち
／
本
学
特
任
教
授
）


